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2003年～2010年 
越谷市健康づくり行動計画 

いきいき越谷21 
すこやか　はつらつ　明るいくらし 

資源のリサイクルをもっと進めるために 

ごみの分け方、出し方が 
変わります 

平成平成18年 

4月から 

資源のリサイクルをもっと進めるために 

ごみの分け方、出し方が 
変わります 

平成18年 

4月から 全 市 一 斉 

新
年
明
け
ま
し
て

新
年
明
け
ま
し
て 

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 
新
年
明
け
ま
し
て 

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

至
春
日
部 

至せんげん台駅 

歩道橋 

桜井地区 
センター 

左折のみ 
（横断できません） 

国道4号
バイパ

ス 北部 
浄水場 

一
方
通
行 

至
草
加 

八
潮
越
谷
線 

J越谷県土整備事務所蕁９６４－５２２１ 
　市役所道路街路課蕁９６３－９２０２ 

2月下旬から 

八潮越谷線の開通により 
通行形態が変わります 

八潮越谷線の開通により 
通行形態が変わります 

八潮越谷線の開通により 
通行形態が変わります 

◆現在、整備を進めている都市計画道路八潮越谷線が、２月下
旬に開通し下間久里地内の国道４号バイパスと接続されます。
開通により、せんげん台駅東口から都市計画道路越谷吉川線ま
でつながります。なお、周辺道路の通行形態が変わりますので、
ご注意ください（下図参照）。 
＊開通に伴うバス路線の変更については、広報こしがやお知ら
せ版２月号でお知らせします 

4月1日貍から 

〜
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
〜 

地
区
セ
ン
タ
ー

地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館

公
民
館
、交
流
館
の

交
流
館
の 

使
用
料
を
改
定
し
ま
す

使
用
料
を
改
定
し
ま
す 

地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
、交
流
館
の 

使
用
料
を
改
定
し
ま
す 

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
分
か

り
や
す
く
、
利
用
し
や
す
い
料
金
と

す
る
た
め
、地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
、

交
流
館
の
使
用
料
の
見
直
し
作
業
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
12
月
定
例
市
議

会
に
お
い
て
使
用
料
改
定
に
か
か
る

条
例
の
改
正
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
４
月
１
日
貍
か
ら
適
用

さ
れ
る
使
用
料
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

使
用
料
の
設
定
に
つ
い
て

施
設
の
貸
し
出
し
や
維
持
管
理
に

必
要
な
経
費
（
光
熱
水
費
・
委
託

料
・
人
件
費
・
減
価
償
却
費
）
か
ら

コ
ス
ト
単
価
を
算
出
し
、面
積
・
時
間

に
乗
じ
て
、
受
益
者
（
利
用
者
）
の

負
担
割
合
を
50
謾
、
公
費
負
担
を
50

謾
と
し
て
使
用
料
を
設
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
料
金
体
系
と
の
違
い

貸
出
施
設
の
面
積
や
時
間
に
応
じ

た
使
用
料
設
定
と
な
り
、
午
前
・
午

後
・
夜
間
の
順
で
料
金
が
高
く
な
る

こ
と
な
ど
が
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
使
用
料
が

適
用
さ
れ
る
時
期
に
つ
い
て

新
し
い
使
用
料
は
、
４
月
１
日
貍

の
利
用
分
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
申

込
み
方
法
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
で
す
。

４
月
分
の
各
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民

館
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
ま
ん
ま
る

よ
や
く
（
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
）

で
１
月
１
日
豢
、
窓
口
で
は
１
月
４

日
貉
か
ら
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

ま
た
、
４
月
分
の
各
交
流
館
の
施
設

に
つ
い
て
は
、
２
月
１
日
貉
か
ら
窓

口
で
受
け
付
け
ま
す
。

＊
１
月
〜
３
月
分
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
改
定
前
の
使
用
料
が
適
用
さ

れ
ま
す

新
し
い
使
用
料
に
つ
い
て

主
な
料
金
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
各
施
設
の
詳
し
い
料
金
に
つ

い
て
は
、
地
域
活
動
推
進
課
（
本
庁

舎
２
階
）、
生
涯
学
習
課
（
第
二
庁
舎

４
階
）、
各
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

B
地
域
活
動
推
進
課
（
地
区
セ
ン
タ

ー
、
交
流
館
に
つ
い
て
）
蕁
９
６
３
＝

９
１
５
３
、
生
涯
学
習
課
（
公
民
館

に
つ
い
て
）
蕁
９
６
３
＝
９
２
８
３

地区センター・公民館、交流館の使用料 

桜井・新方・蒲生
・南越谷・新荻島
地区センター・公

民館 
 

その他の 
地区センター
・公民館 
 
 

各交流館 

多目的 
ホール 
 
調理室 
 
大会議室 
 
小会議室 
 
多目的室 
 
小会議室 

午前 
 
8：30～ 
12：00 

 
2,000 

 
700 
 

1,000 
 

100 
 

2,000 
 

400

午後 
 
13：00～ 
17：00 

 
3,000 

 
1,000 

 
2,000 

 
200 
 

2,500 
 

500

夜間 
 
18：00～ 
21：30 

 
4,000 

 
1,400 

 
3,000 

 
300 
 

3,500 
 

600

全日 
 
8：30～ 
21：30 

 
8,000 

 
2,700 

 
5,000 

 
500 
 

7,000 
 

1,300

午前 
 
8：30～ 
12：00 

 
2,600 

 
700 
 

1,100 
 

300 
 

1,100 
 

300

午後 
 
13：00～ 
17：00 

 
3,000 

 
800 
 

1,300 
 

400 
 

1,300 
 

400

夜間 
 
18：00～ 
21：30 

 
2,600 

 
700 
 

1,100 
 

300 
 

1,100 
 

300

全日 
 
8：30～ 
21：30 

 
8,200 

 
2,200 

 
3,500 

 
1,000 

 
3,500 

 
1,000

18年３月31日までの利用 18年４月１日からの利用 

貸出施設 

利用区分 

（単位：円） 

＊新荻島地区センター・公民館の利用は４月１日からになります 
＊ほかにも和室などを貸し出しています（詳しくは各施設へお問い合わせください） 

地
区
セ
ン
タ
ー
で
は

証
明
書
を
発
行
し
て
い
ま
す

市
内
12
の
地
区
セ
ン
タ
ー
（
越

ヶ
谷
を
除
く
）
で
は
、
各
種
証
明

書
の
発
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〈
取
り
扱
い
証
明
書
〉

住
民
票

の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
戸

籍
謄
本
（
全
部
事
項
証
明
）、
戸
籍

抄
本
（
個
人
事
項
証
明
）

〈
利
用
時
間
〉

月
曜
〜
金
曜
日
、

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
祝

日
を
除
く
）

＊
ま
た
、
南
越
谷
・
桜
井
地
区
セ

ン
タ
ー
、
越
谷
消
防
本
庁
舎
に

自
動
交
付
機
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
左
記
へ

B
市
民
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
５
２
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広報こしがやお知らせ版　平成18年（2006年）１月号　　２

第
3
次
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
（
18
年
度
〜
22
年
度
）
 

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
 

第
4
次
越
谷
市
行
政
改
革
大
綱

次
越
谷
市
行
政
改
革
大
綱（
案
）に
 

　
　
　
つ
い
て
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
　
　
つ
い
て
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
 

第
4
次
越
谷
市
行
政
改
革
大
綱（
案
）に
 

　
　
　
つ
い
て
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

市
で
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化

に
対
応
し
た
効
率
的
で
効
果
的
な
市

政
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、
現
在

の
第
３
次
越
谷
市
行
政
改
革
（
平
成

12
年
度
〜
17
年
度
）
に
引
き
続
く
新

た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
そ
の
基

本
的
な
考
え
方
と
方
向
性
を
示
す

「
第
４
次
越
谷
市
行
政
改
革
大
綱

（
案
）」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

な
お
、
関
係
資
料
は
、
企
画
課

（
第
二
庁
舎
３
階
）、
各
地
区
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
ご
覧
に
な
れ
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。

〈
提
出
方
法
〉

１
月
４
日
貉
〜
20
日

貊
に
ご
意
見
・
住
所
・
氏
名
を
記
入

し
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
企
画
課

へ
。
各
地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
設
置

の
意
見
箱
に
入
れ
て
い
た
だ
く
こ
と

も
で
き
ま
す
。

＊
提
出
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
個
人

情
報
を
除
き
公
開
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
成
果

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
事
務
事
業

の
見
直
し
を
は
じ
め
、
定
員
・
給
与

の
適
正
化
、
民
間
委
託
の
推
進
な
ど

の
行
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
（
表
１
）。
ま
た
、
市
が

実
施
す
る
施
策
や
事
業
を
多
角
的
に

検
証
し
、
継
続
的
な
改
革
改
善
を
図

っ
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
、

行
政
評
価
制
度
の
活
用
も
進
め
て
い

ま
す
。

例
え
ば
、
定
員
・
給
与
の
適
正
化

に
関
し
て
は
、
近
年
の
地
方
分
権
の

進
展
や
特
例
市
へ
の
移
行
に
伴
う
事

務
移
譲
な
ど
に
よ
り
市
の
事
務
事
業

が
増
加
拡
充
す
る
中
で
、
人
件
費
の

抑
制
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成

果
と
し
て
、
市
職
員
の
人
数
（
図
１
）

や
給
与
水
準
は
、
こ
の
数
年
来
、
全

国
の
類
似
団
体
に
お
け
る
職
員
数
の

平
均
（
表
２
）
や
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
（
国
の
給
料
を
１
０
０
と
し
て
、

地
方
公
共
団
体
の
給
料
を
表
す
も

の
・
図
２
）
に
よ
る
国
の
給
与
水
準

と
比
べ
て
も
、
い
ず
れ
も
下
回
る
状

況
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
種
々
の
取
り
組
み
を

通
じ
て
経
営
体
質
の
強
化
と
健
全
財

政
を
図
り
つ
つ
、
市
民
生
活
の
向
上

に
必
要
な
都
市
基
盤
整
備
や
福
祉
そ

の
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
、

時
代
の
変
化
に
応
じ
た
ま
ち
づ
く
り

の
施
策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
改
革
に
向
け
て

現
在
、
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
な
る
第
３
次
越
谷
市
総
合
振

興
計
画
の
後
期
基
本
計
画
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
大
変

厳
し
い
財
政
状
況
が
見
込
ま
れ
る
中

で
、
越
谷
市
に
ふ
さ
わ
し
い
施
策
を

着
実
に
実
現
し
、
市
民
生
活
の
一
層

の
向
上
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
効
果
的
な
行
政
改

革
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。こ

の
「
第
４
次
越
谷
市
行
政
改
革

大
綱
（
案
）」
に
つ
い
て
は
、
今
回
の

ご
意
見
募
集
と
並
行
し
て
、
現
在
、

越
谷
市
行
政
経
営
審
議
会
で
幅
広
く

議
論
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
ご
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

市
民
の
た
め
の
行
政
改
革
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

B
企
画
課
蕁
９
６
３
＝
９
３
１
３
、

メ
ー
ル10020100@

city.koshigaya.
saitam

a.jp

納
付
書
を

お
送
り
し
ま
す

G
平
成
17
年
度
の
①
市
・
県
民
税
、

②
国
民
健
康
保
険
税
の
年
税
額
に

変
更
の
あ
っ
た
方
や
新
た
に
課
税

さ
れ
た
方
、
納
付
方
法
が
変
更
さ

れ
た
方
に
通
知
書
と
納
付
書
（
口

座
振
替
の
方
に
は
通
知
書
の
み
）

を
①
は
１
月
10
日
貂
、
②
は
18
日

貉
に
発
送
し
ま
す
。
新
た
に
お
送

り
す
る
納
付
書
で
お
納
め
く
だ
さ

い
●
B
市
民
税
課
蕁
９
６
３
＝
９

１
４
４
・
９
１
４
５
、
国
民
健
康

保
険
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
４
６

休
日
納
税
窓
口
を

開
き
ま
す

A
１
月
15
日
豸
、
２
月
５
日
豸
、

19
日
豸
。
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

●
D
納
税
課
、
国
民
健
康
保
険
課

（
い
ず
れ
も
本
庁
舎
１
階
）
●
B
納

税
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
４
２
、
国

民
健
康
保
険
課
蕁
９
６
３
＝
９
１

４
３

市
・
県
民
税
の

申
告
出
張
受
付
を

行
い
ま
す

G
左
表
の
日
程
で
平
成
18
年
度
分

の
市
・
県
民
税
の
申
告
出
張
受
付

を
行
い
ま
す
。
市
役
所
で
の
受
け

付
け
は
２
月
16
日
貅
以
降
で
す
。

詳
し
く
は
広
報
こ
し
が
や
お
知
ら

せ
版
２
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

所
得
税
確
定
申
告
の

相
談
・
受
付
特
設
会
場
を

開
設
し
ま
す

A
２
月
１
日
貉
〜
３
月
15
日
貉

（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
11
時
、
午
後
１
時
〜

３
時
30
分
●
D
中
央
市
民
会
館
５

階
。
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
●
G
所
得
税
の
確
定
申
告
の

相
談
・
受
付
（
譲
渡
所
得
や
贈
与

税
は
越
谷
税
務
署
）。
２
月
15
日
貉

ま
で
は
還
付
申
告
の
み
で
す
。
必

要
書
類
等
に
つ
い
て
は
左
記
へ
●

B
越
谷
税
務
署
蕁
９
６
５
＝
８
１

１
１

所
得
税
還
付
申
告

相
談
会
を

開
催
し
ま
す

A
２
月
14
日
貂
。
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
、
午
後
１
時
〜
３
時
●
D

桜
井
地
区
セ
ン
タ
ー
●
G
平
成
17

年
分
の
所
得
税
の
還
付
申
告
相
談

会
。
ご
自
分
で
申
告
書
の
作
成
を

行
い
、
そ
の
場
で
提
出
で
き
ま
す
。

必
要
書
類
等
に
つ
い
て
は
左
記
へ

●
B
越
谷
税
務
署
蕁
９
６
５
＝
８

１
１
１

表１　行政改革の取り組み経過 

第１次行政改革 昭和60～62年度 

計画期間 実質効果額 

約７億円削減 

約11億円削減 

約25億円削減 
（平成16年度末現在） 

平成７～11年度 

平成12～17年度 

第２次行政改革 

第３次行政改革 

＊実質効果額＝取り組みにより削減することのできた効果額（人件費＋経費＋時間）－投資額 

図１　市職員数と人口の推移 職員数（人） 
2,750 
2,740 
2,730 
2,720 
2,710 
2,700 
2,690 
2,680 
2,670 
2,660 
2,650 
2,640

人口（人） 各年度4月1日現在 

年度 H12
＊職員数には、派遣による職員および再任用短時間勤務職員を含みません 

2,731
2,738

2,725

2,703

職 員 数 
人 　 口  

2,686
2,678

317,033316,466

314,667

311,737

309,743

308,047

H13 H14 H15 H16 H17

318,000 

316,000 

314,000 

312,000 

310,000 

308,000 

306,000 

304,000 

302,000

◆ 

表２　職員１人当たりの人口 
　　　（一般行政部門） 

平成16年４月１日現在 

＊一般行政部門とは、各自治体で共通的に実施して
いる部門です。教育や消防、病院などの部門は含
みません 

＊類似団体とは、全国の自治体を人口規模と産業構
造の区分によりグループ分けしたものです 

＊職員１人当たりの人口が多いほど職員数は少ない
ことを意味します 

越 谷 市  

類似団体平均（30市） 

職員１人当たりの人口 

２３１人 

２１１人 

図２　ラスパイレス指数の推移 
指数 

年度 

100.0

H12

◆ ◆ ◆ ◆ 

◆ 

H13 H14 H15 H16
95.0

99.6 99.7 99.7 99.5

97.7

◆ 
◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

平成１７年度主な民間委託の状況 
（一部委託を含む） 

●市役所庁舎清掃 
●市民会館等各種公共施設の管理運営業務 
●し尿処理 
●一般ごみ収集 
●道路維持補修・清掃等 
●市立病院の医事業務 
●小児夜間急患診療所診療業務 
●ホームヘルパー派遣 
●在宅配食サービス 
●情報処理・庁内情報システム維持 
●ホームページ作成・運営 
●調査・集計 

●
P
F
I
方
式
に
よ
る
越
谷
市
斎
場
の
開
設 

●
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の
施
行

●
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設

 

●
彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
開
催 

●
地
区
ま
ち
づ
く
り
助
成
金
の
創
設

●
各
地
区
セ
ン
タ
ー
の
設
置

 

●
ま
ち
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
施
行 

●
消
防
組
織
体
制
強
化

●
特
例
市
移
行

 

●
小
児
夜
間
急
患
診
療
所
の
開
設 

●
ゆ
り
の
き
荘
・
市
民
プ
ー
ル
の
開
設

●
し
ら
こ
ば
と
運
動
公
園
競
技
場
等
整
備

 

●
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設 

●
北
越
谷
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
設

●
科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー
の
開
設

 

●
保
育
所
・
学
童
保
育
室
の
整
備 

●
乳
幼
児
医
療
費
の
範
囲
拡
大

●
介
護
保
険
制
度
ス
タ
ー
ト

【
主
な
取
り
組
み
事
歴
等
】 

納
付
書
を

お
送
り
し
ま
す

休
日
納
税
窓
口
を

開
き
ま
す

市
・
県
民
税
の

申
告
出
張
受
付
を

行
い
ま
す

所
得
税
確
定
申
告
の

相
談
・
受
付
特
設

会
場
を
開
設
し
ま
す

所
得
税
還
付
申
告

相
談
会
を

開
催
し
ま
す

平
成
17
年
度
市
・
県
民
税
の
第
４
期
分
、
国
民
健
康

保
険
税
の
第
８
期
分
の
納
期
限
は
１
月
31
日
貂
で
す
。

納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

＊いずれも時間は午前９時30分～午後４時 

市・県民税の申告出張受付日程 
２/６豺 

大沢地区センター 
２/７貂 

川柳地区センター 
増林地区センター 

２/８貉 
大相模地区センター 
出羽地区センター 

２/９貅 
荻島地区センター 
北越谷地区センター 

２/10貊 
北部市民会館 

２/13豺  
蒲生地区センター 

２/14貂  
桜井地区センター 

２/15貉  
新方地区センター 

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
成
果

さ
ら
な
る
改
革
に
向
け
て



３ 広報こしがやお知らせ版　平成18年（2006年）１月号

掲載した市役所各課の電話番号は直通番号です I…日時・期間 L…会場 O…内容 N…対象・定員 P…参加費・入場料 K…持ち物 M…申込み J…問合せ

新
た
な
年
を 

　
　
　
迎
え
て 

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ま
に
は
、
お
健
や
か
に
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
は
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
三
期
目
の
市
政
を
担
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
た
な
決
意

で
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
景
気
は
回
復
し
つ
つ
あ
る
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
自
治
体
の
財

政
危
機
は
相
変
わ
ら
ず
深
刻
で
、
よ
り

効
率
的
な
行
政
運
営
が
望
ま
れ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
中
で
地
方
分
権
の
流
れ
は

確
実
に
進
ん
で
お
り
、
そ
の
一
環
と
し

て
現
在
、
国
に
お
い
て
中
核
市
と
な
る

た
め
の
要
件
緩
和
に
向
け
た
検
討
が
進

め
ら
れ
、
越
谷
市
も
中
核
市
と
な
る
要

件
を
満
た
す
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

中
核
市
に
な
る
と
、
政
令
指
定
都
市

に
ほ
ぼ
近
い
権
限
が
県
か
ら
市
に
移
譲

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
こ

と
は
同
時
に
事
務
量
や
財
政
負
担
の
増

加
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
一

方
で
は
地
方
分
権
の
拡
大
に
よ
る
事
務

量
の
増
加
、
他
方
で
は
行
政
改
革
に
よ

る
事
務
の
効
率
化
と
い
う
矛
盾
を
ど
う

調
整
す
る
か
が
、
今
後
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の

課
題
を
解
決
す
る
に
は
、
私
を
含
め
全

職
員
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
利
益
は
何
か
と
い
う
視
点
を
貫

く
こ
と
で
、
お
の
ず
か
ら
道
は
開
け
る

も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
行
政

の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に

進
め
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す

る
た
め
、
全
力
で
市
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
一

層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
に 

　
　
あ
た
っ
て 

越
谷
市
議
会
議
長
 

市
民
の
皆
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
と
も
ど

も
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
数
々

の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
、
日
本
の
社
会
は
少
子
高
齢
化
、

情
報
化
、
国
際
化
等
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
し
て
お
り
、
国
の
諸
制
度
の
改
革
に

よ
り
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は

尚
一
層
の
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

税
財
源
問
題
を
み
ま
し
て
も
経
済
の
状

況
を
反
映
し
て
か
自
主
財
源
の
低
下
、

三
位
一
体
改
革
に
よ
る
税
配
分
の
問
題

等
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
わ
が
越
谷
市
は
皆

さ
ま
の
ご
要
望
の
最
大
公
約
数
を
求
め
、

各
種
施
策
の
充
実
に
努
力
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、議
会
と
し
て
も
そ
の
使
命

を
果
た
す
べ
く
市
当
局
へ
の
施
策
提
言

を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
よ
る
越
谷
市

斎
場
が
オ
ー
プ
ン
し
、
ま
た
本
年
４
月

１
日
よ
り
の
実
施
を
め
ざ
し
30
施
設
に

対
す
る

軾指
定
管
理
者
制
度
輅
の
導
入

も
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
農

産
物
の
地
産
地
消
を
進
め
る
中
、
農
産

物
直
売
所
が
オ
ー
プ
ン
し
地
域
の
方
に

好
評
を
博
し
て
お
り
ま
す
。
全
て
に
満

足
の
い
く
行
政
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

限
ら
れ
た
税
財
源
の
中
で
一
つ
一
つ
成

果
を
刻
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

今
や
地
方
自
治
体
の
ポ
イ
ン
ト
は
行

財
政
改
革
で
あ
り
ま
す
。
事
業
や
制
度

の
見
直
し
を
行
う
こ
と
に
よ
り
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
を
図
り
、
市
民
と
職
員
と
の
協

働
で
行
政
を
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
現
状
維
持
か
ら
は
進
歩

は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
地
域
の
活
動
に
お

い
て
も
多
く
の
住
民
の
方
が
参
加
す
る

中
、
改
革
改
善
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ

う
。本

年
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

年頭のごあいさつ 

12
月
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た

66
議
案
を
可

議
案
を
可
決
 

66
議
案
を
可
決
 

12
月
定
例
市
議
会
が
11
月
29
日
か

ら
市
役
所
議
場
で
開
か
れ
、
市
長
提

出
の
64
議
案
と
、
議
員
提
出
の
２
議

案
（
▼
印
）
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
、
12
月
14
日
閉
会
し
ま
し
た
。

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

●
▽
越
谷
市
部
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
●
▽

越
谷
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
●
▽
越

谷
市
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
●
▽
市
長
、

助
役
及
び
収
入
役
の
給
与
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て
ほ
か
越
谷
市
教
育
委
員

会
教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
、

常
勤
監
査
委
員
の
給
与
等
に
関
す
る

条
例
の
各
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て
２
件
●
▽
越
谷
市
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
●
▽
越

谷
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て
●
▽
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て（
越
谷
コ
ミ
ユ
ニ
テ
イ
セ

ン
タ
ー
、中
央
市
民
会
館
ほ
か
市
民
会

館
１
施
設
、赤
山
交
流
館
ほ
か
交
流
館

７
施
設
、け
や
き
荘
ほ
か
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
２
施
設
、こ
ば
と
館
、
お
が
の

山
荘
、
花
田
苑
、キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン

野
鳥
の
森
、こ
し
が
や
能
楽
堂
、総
合

体
育
館
ほ
か
体
育
施
設
10
施
設
）22
件

●
▽
埼
玉
県
市
町
村
消
防
災
害
補
償

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

数
の
減
少
及
び
同
組
合
の
財
産
処
分

に
つ
い
て
●
▽
埼
玉
県
市
町
村
消
防

災
害
補
償
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
増
加
及
び
同
組
合
の

規
約
変
更
に
つ
い
て
●
▽
埼
玉
県
都

市
競
艇
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

２
件
●
▽
埼
玉
県
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
減
少
及
び
同
組
合
の
財
産

処
分
に
つ
い
て
●
▽
埼
玉
県
市
町
村

職
員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
の
数
の
増
加
及
び
同
組

合
の
規
約
変
更
に
つ
い
て
●
▽
越
谷

市
地
区
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て
ほ
か
越
谷
市
交
流
館
設
置
及

び
管
理
条
例
、
越
谷
市
民
保
養
施
設

お
が
の
山
荘
設
置
及
び
管
理
条
例
、

越
谷
市
公
民
館
設
置
及
び
管
理
条
例
、

越
谷
市
日
本
文
化
伝
承
の
館
設
置
及

び
管
理
条
例
、
越
谷
市
立
体
育
館
条

例
、
越
谷
市
立
屋
外
体
育
施
設
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
各
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
６

件
●
▽
越
谷
市
乳
幼
児
医
療
費
支
給

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て
●
▽
越
谷
市
重

度
心
身
障
害
者
手
当
支
給
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

●
▽
住
居
表
示
に
関
す
る
法
律
第
３

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
本
市
の
市

街
地
の
区
域
に
つ
い
て
●
▽
越
谷
市

ま
ち
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
●

▽
公
共
下
水
道
築
造
工
事（
中
川
第
１

号
雨
水
幹
線
）請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
●
▽
損
害
賠
償
額
を
定
め
和
解

す
る
こ
と
に
つ
い
て
●
▽
町
の
区
域

越
谷
市
教
育
委
員
会
委
員
の
遠
藤

進
氏
の
任
期
満
了
に
伴
う
後
任
委
員

に
、
佐
藤
紀
子
氏
を
任
命
す
る
こ
と

が
同
意
さ
れ
ま
し
た

教
育
委
員
会
委
員

佐
藤
紀
子
氏
の

任
命
に
同
意

佐藤紀子氏（56歳）
平方3045の3

〈
そ
の
他
可
決
さ
れ
た
議
案
〉

▽
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

所
得
税
・
地
方
税
の

障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
を
発
行
し
ま
す

G
65
歳
以
上
の
方
で
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
て
、
寝
た
き
り
状
態

等
に
つ
い
て
一
定
の
要
件
に
該
当

す
る
方
は
、
障
害
者
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
。
介
護
保
険
課
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
●
H
無
料

お
む
つ
使
用
証
明
書
を
発
行
し
ま

すG
市
で
は
、
お
む
つ
代
の
医
療
費

控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
に
、
お
む

つ
使
用
証
明
書
を
発
行
し
て
い
ま

す
。
手
数
料
は
２
０
０
円
で
す
。

た
だ
し
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
な
い
方
や
、
初
め
て
控
除
申
請

す
る
方
は
医
療
機
関
が
発
行
し
ま

す
。
詳
し
く
は
左
記
へ

B
介
護
保
険
課
蕁
９
６
３
＝
９
１

６
９

を
新
た
に
画
す
る
こ
と
及
び
変
更
す

る
こ
と
に
つ
い
て
●
▽
市
道
路
線
の

廃
止
に
つ
い
て
●
▽
市
道
路
線
の
認

定
に
つ
い
て
●
▽
越
谷
市
環
境
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て
●
▽
平
成
17
年
度
越
谷
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）に
つ
い
て

●
▽
平
成
17
年
度
越
谷
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

に
つ
い
て
ほ
か
老
人
保
健
、介
護
保
険
、

公
共
下
水
道
事
業
費
の
各
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て
３
件

●
▽
平
成
17
年
度
越
谷
都
市
計
画
事

業
東
越
谷
土
地
区
画
整
理
事
業
費
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い

て
ほ
か
越
谷
駅
西
口
、七
左
第
一
、西

大
袋
の
各
土
地
区
画
整
理
事
業
費
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い

て
３
件
●
▼
議
会
制
度
改
革
の
早
期

実
現
に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て
●

▼「
真
の
地
方
分
権
改
革
の
確
実
な
実

現
」に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

B
庶
務
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
３
０
、

議
会
事
務
局
蕁
９
６
３
＝
９
２
６
１

●
所
得
税
・
地
方
税
の
障
害
者
控
除

●
対
象
者
認
定
書
を
発
行
し
ま
す

●
お
む
つ
使
用
証
明
書
を
発
行
し

●
ま
す

税
理
士
事
務
所
の

無
料
税
務
相
談
会
の

お
知
ら
せ

G
関
東
信
越
税
理
士
会
越
谷
支
部

所
属
の
税
理
士
事
務
所
で
所
得
税

の
少
額
還
付
の
相
談
と
申
告
書
の

作
成
を
行
い
ま
す
●
A
２
月
１
日

貉
〜
15
日
貉
（
土
曜
・
日
曜
日
を

除
く
）
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
４
時
●
D
最
寄
り
の
税
理

士
事
務
所
。
事
前
に
電
話
連
絡
の

う
え
お
出
か
け
く
だ
さ
い
●
H
無

料
（
内
容
に
よ
り
有
料
）
●
F
①

年
金
を
受
け
て
い
る
方
、
②
給
与

所
得
者
で
医
療
費
控
除
を
受
け
る

方
、
③
中
途
退
職
者

B
関
東
信
越
税
理
士
会
越
谷
支
部

蕁
９
６
２
＝
６
１
３
１

介
護
保
険
課
か
ら
の

介
護
保
険
課
か
ら
の 

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ 

介
護
保
険
課
か
ら
の 

お
知
ら
せ 
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お 

ら 
せ 

知 

越谷市役
所 

蕷343-8501
 越ヶ谷4-2-

1

代表電話蕁
964-2111

応
募
応
募
す
る
す
る 

応
募
す
る 

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

市
で
は
、
18
年
４
月
採
用
（
予

定
）
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

〈
対
象
〉

60
歳
未
満
の
方
（
18
年

４
月
１
日
現
在
）

〈
募
集
す
る
職
種
〉

給
食
調
理

員
、
保
育
士
、
学
校
業
務
員
（
給
食

の
配
膳
補
助
、
文
書
収
受
業
務
等
）、

施
設
管
理
員
（
清
掃
等
雑
務
全
般
）、

事
務
（
主
に
地
区
セ
ン
タ
ー
勤
務
）

〈
主
な
勤
務
場
所
〉

学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
、
保
育
所
、
小
・
中
学

校
、
地
区
セ
ン
タ
ー
、
科
学
技
術

体
験
セ
ン
タ
ー

〈
主
な
勤
務
時
間
〉

原
則
と
し

て
月
曜
〜
金
曜
日
、
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
。
な
お
、
学
校
業
務

員
は
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
、

小
・
中
学
校
の
施
設
管
理
員
は
午

前
７
時
30
分
〜
午
後
４
時
。
地
区

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
科
学
技
術
体
験

セ
ン
タ
ー
は
土
曜
・
日
曜
日
、
保

育
士
お
よ
び
保
育
所
の
給
食
調
理

員
は
土
曜
日
の
勤
務
も
あ
り
ま
す

〈
賃
金
〉

時
給
８
２
０
円
（
給
食

調
理
員
は
８
５
０
円
、
保
育
士
は

８
６
０
円
）

〈
応
募
方
法
〉

１
月
10
日
貂
〜

20
日
貊
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

に
、
写
真
を
は
っ
た
市
販
の
履
歴

書
を
直
接
人
事
課
（
本
庁
舎
２
階
）

へ
。
な
お
、
保
育
士
を
希
望
の
方
は

資
格
の
写
し
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

後
日
、
面
接
を
行
い
ま
す

＊
す
で
に
登
録
し
て
い
る
方
も
あ

ら
た
め
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
17
年
１
月
以
降
に
登
録
し

た
方
は
履
歴
書
不
要
で
す
）

B
人
事
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
３
２ 〈問合せ〉　農政課蕁９６３―９１９３ 

　市内で生産されたチューリッ
プ・フリージア・バラなどの切
り花とシクラメン・ベゴニアな
どの鉢物を直売（品物がなくな
り次第終了）します。 
＊会場では、社会福祉を推進す 
る目的で創設された越谷市社
会福祉協議会の「愛の詩募金」
を受け付けます。募金いただ
いた方にはチューリップの球
根をプレゼントします 

　地産地消を推進するために越
谷産の野菜などの農産物のほ
か、くわいチップやくわい大
福、山菜おこわなどの加工品を
直売します。 
＊当日、１０：３０から来場者２００ 
人（先着順）に粗品を進呈し
ます 

１／２１貍、１０：００～１５：００ 
新越谷駅１階コンコースで開催 

花フェスタ２００６ 花フェスタ２００６ 花フェスタ２００６ 
１／１４貍、１０：００～１４：００ 
（小雨決行。予備日は１５日） 
越谷市農業協同組合本店 
（赤山町１丁目）で開催 

農産物産直フェア 農産物産直フェア 農産物産直フェア 

ご家族
そろっておいでください

農産物の祭典 農産物の祭典 農産物の祭典 

平成１８年度 

入
札
参
加
資
格
審
査

入
札
参
加
資
格
審
査 

追
加
申
請

追
加
申
請
を
受
け
付
け
ま
す 
入
札
参
加
資
格
審
査 

追
加
申
請
を
受
け
付
け
ま
す 

18
年
度
に
市
が
発
注
す
る
物
品
等

（
物
品
・
印
刷
・
委
託
・
賃
貸
借
）、

建
設
資
材
の
納
入
を
希
望
す
る
方
は

登
録
が
必
要
で
す
。
入
札
参
加
資
格

登
録
を
し
て
い
な
い
方
を
対
象
に
、

資
格
審
査
の
追
加
受
付
を
行
い
ま
す
。

〈
申
請
方
法
〉

２
月
１
日
貉
〜
10
日

貊
に
別
館
第
１
会
議
室
へ

＊
申
請
の
手
引
き
は
１
月
10
日
貂
か

ら
契
約
課
（
本
庁
舎
２
階
）
で
お

配
り
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
ま
す

B
契
約
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
３
１

18
年
度
に
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
か

ら
学
校
へ
給
食
を
配
送
す
る
請
負
業

務
を
希
望
す
る
方
の
受
け
付
け
を
行

い
ま
す
。

〈
申
請
方
法
〉

１
月
16
日
豺
〜
２
月

13
日
豺
（
土
曜
･
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）。
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
５
時
15
分
に
給
食
課
（
第

二
庁
舎
４
階
）
へ

＊
申
請
書
は
１
月
16
日
豺
か
ら
左
記

で
お
配
り
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す

B
給
食
課
蕁
９
６
３
＝
９
２
９
３

18
年
度
に
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合

が
発
注
す
る
工
事
の
請
負
や
物
品
の

納
入
等
を
希
望
す
る
方
は
、
指
名
参

加
の
（
追
加
）
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

〈
申
請
方
法
〉

２
月
６
日
豺
〜
17
日

貊
（
土
曜
･
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）。

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４

時
に
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
総
務
課

へ＊
提
出
要
領
・
申
請
書
等
は
１
月
４

日
貉
か
ら
左
記
で
お
配
り
し
ま
す

B
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
総
務
課
蕁

９
６
６
＝
０
１
２
２
（
内
線
２
２
４
）

18
年
度
に
越
谷
・
松
伏
水
道
企
業

団
が
発
注
す
る
工
事
請
負
・
設
計
調
査

乕
障
害
者
の
日
記
念
事
業
「
第
２６
回

ふ
れ
あ
い
の
日
」
の
ポ
ス
タ
ー

G
「
こ
こ
ろ
豊
か
な
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
―
大
き
な
手
小
さ
な
手
む
す
ん

で
広
げ
る
笑
顔
の
輪
」
を
テ
ー
マ
に
、

Ｂ
３
判
画
用
紙
（
縦
）
に
描
い
た
作

品
（
色
鉛
筆
は
不
可
）。
作
品
中
に
文

字
を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
■
F
市

内
在
住
・
在
勤
･
在
学
の
方
■
E
１

月
31
日
貂
ま
で
に
作
品
の
裏
に
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
･

所
属
団
体
ま
た
は
学
校
名
と
学
年
等

を
記
入
し
越
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
（
郵
送
可
）。
入
選
作
品
は
当
日
会

場
に
展
示
し
、
ふ
れ
あ
い
賞
は
式
典

で
表
彰
し
ま
す
■
B
越
谷
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
蕷
343
＝
０
８
１
３
越
ヶ

谷
４
の
１
の
１
）
蕁
９
６
６
＝
２
２

５
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
９
６
５
＝
３
８
５
５

乕
市
政
モ
ニ
タ
ー
（
平
成
１８
年
度
）

G
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
や
会
議
等

（
平
日
開
催
）
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
任
期
は
19
年
３
月
31
日
ま
で

■
F
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
（
18
年

４
月
１
日
現
在
）
の
方
20
人
（
経
験

者
･
公
務
員
を
除
く
）
■
E
２
月
28

日
貂
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
職

業
・
応
募
理
由
（
70
字
程
度
）
を
記

入
し
左
記
へ
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
申
込
み
で
き
ま
す
）。
結
果
は
４

月
上
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
■
B
広

報
広
聴
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
１
７

乕
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
登

録
団
体
（
平
成
１８
年
度
）

G
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
の

た
め
、
自
主
的
に
活
動
す
る
団
体
同

士
の
交
流
を
図
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
団
体
登
録

を
行
い
ま
す
。
登
録
団
体
に
は
、
セ

ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
の
使
用
な
ど
の
支
援

を
行
い
ま
す
■
E
１
月
６
日
貊
〜
20

日
貊
。
詳
し
く
は
左
記
へ
■
B
男
女

共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
蕁
９
７

０
＝
７
４
１
１
（
月
曜
日
休
館
）

乕
越
ヶ
谷
高
等
学
校
定
時
制
の
生
徒

A
▽
後
期
募
集
…
学
力
検
査
は
２
月

27
日
豺
、
面
接
は
28
日
貂
■
▽
後
期

募
集
で
募
集
人
員
に
満
た
な
い
と
き
。

①
第
２
次
募
集
…
学
力
検
査
は
３
月

14
日
貂
、
②
特
別
選
考
（
19
歳
以
上

の
方
）
…
選
考
日
は
３
月
14
日
貂

（
面
接
・
作
文
）。
詳
し
く
は
左
記
へ

■
B
県
立
越
ヶ
谷
高
等
学
校
定
時
制

課
程
蕁
９
６
５
＝
３
４
２
１

乕
水
道
の
委
託
検
針
員

G
水
道
メ
ー
タ
の
検
針
業
務
■
F

越
谷
市
ま
た
は
松
伏
町
に
在
住
の
昭

和
24
年
４
月
２
日
〜
41
年
４
月
１
日

に
生
ま
れ
た
方
１
人
■
E
１
月
27
日

貊
ま
で
に
直
接
越
谷
・
松
伏
水
道
企

業
団
営
業
課
へ（
郵
送
不
可
）。
第
１
次

試
験
は
２
月
５
日
豸
（
適
性
検
査
・
作

文
）。
第
１
次
試
験
合
格
者
は
26
日
豸

に
面
接
試
験
が
あ
り
ま
す
。
募
集
要

項
は
１
月
16
日
豺
か
ら
左
記
で
お
配

り
し
ま
す
■
B
越
谷
・
松
伏
水
道
企

業
団
営
業
課
蕁
９
６
６
＝
３
９
３
１

蝙
５
面
に
続
く

〈問合せ〉　越谷市商工会蕁９６６―６１１１ 

チャレンジショップ「夢空感」 

　越谷市商工会ＴＭＯ（まちづくり機関）が中
心市街地活性化事業の一環として行っている
起業家育成のためのチャレンジショップ夢空
感では、新たに４店舗がオープン。ぜひ、お
立ち寄りください。 
　また、毎週金曜日、午前１０時から地場産野菜
の朝市も開催しています（売り切れ次第終了）。 
〈出店店舗〉 
①ＤｅａｒＭｕｍ（ディアマム） 
　Ｌサイズ婦人服・子ども服の販売 
②占いの館　三喜（みき） 
　易占鑑定、開運グッズ・手作り陶芸品の販売 
③悠久堂 
　古布・古陶磁器・古民具・書画・骨董品の販売 
④越谷市郷土研究会 
　越谷地場産品の紹介、郷土情報の発信 
⑤整体サロン 
　整体 
＊②～⑤が新規オープンの店舗です 
〈営業時間〉 
午前１０時～午後７時。月曜日定休 
＊１２／２９貅～１／５貅は年末年始のためお
　休みします 
〈所在地〉　越ヶ谷本町８―３（駐車場あり） 

　新規起業家や新業種にチャレンジした
い方を募集します。出店者には経営のノ
ウハウを習得していただき、自主的努力
による市内での独立開業を支援します。 

出店者登録を随時募集しています 

新店舗が ４店オープン 新店舗が ４店オープン 

提
出
書
類
は
直
接
各
受
け
付
け
場
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
期
限
を
過
ぎ
た

も
の
、
郵
送
に
よ
る
申
請
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

市
　
役
　
所

市
　
役
　
所

市
　
役
　
所

市
　
役
　
所

市
　
役
　
所

市
　
役
　
所

市
　
役
　
所

市
　
役
　
所

市
　
役
　
所

市
　
役
　
所

市
　
役
　
所

市
　
役
　
所

市
　
役
　
所

市
　
役
　
所

市
　
役
　
所

市
　
役
　
所

市
　
役
　
所

越
谷
・
松
伏
水
道
企
業
団

越
谷
・
松
伏
水
道
企
業
団

越
谷
・
松
伏
水
道
企
業
団

越
谷
・
松
伏
水
道
企
業
団

越
谷
・
松
伏
水
道
企
業
団

越
谷
・
松
伏
水
道
企
業
団

越
谷
・
松
伏
水
道
企
業
団

越
谷
・
松
伏
水
道
企
業
団

越
谷
・
松
伏
水
道
企
業
団

越
谷
・
松
伏
水
道
企
業
団

越
谷
・
松
伏
水
道
企
業
団

越
谷
・
松
伏
水
道
企
業
団

越
谷
・
松
伏
水
道
企
業
団

越
谷
・
松
伏
水
道
企
業
団

越
谷
・
松
伏
水
道
企
業
団

越
谷
・
松
伏
水
道
企
業
団

越
谷
・
松
伏
水
道
企
業
団

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合

東
埼
玉
資
源
環
境
組
合

学
校
給
食
の
配
送
請
負
業
者
の

指
名
参
加
を
受
け
付
け
ま
す

・
測
量
・
物
品
納
入
等
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
入
札
（
見
積
）
参
加
資
格
（
追

加
）
審
査
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
申
請
方
法
〉

２
月
１
日
貉
〜
17
日

貊
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）、

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
に
越

谷
・
松
伏
水
道
企
業
団
管
理
課
へ

＊
提
出
要
領
・
申
請
書
等
は
１
月
４

日
貉
か
ら
左
記
で
お
配
り
す
る
ほ

か
、
越
谷
・
松
伏
水
道
企
業
団
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す

B
越
谷
・
松
伏
水
道
企
業
団
管
理
課

蕁
９
６
６
＝
３
９
３
１
（
内
線
２
５

４
・
２
５
５
）

平成１８年
４月採用
（予定）

平成１８年
４月採用
（予定）

平成１８年
４月採用
（予定）

平成１８年
４月採用
（予定）

平成１８年
４月採用
（予定）

平成１８年
４月採用
（予定）

平成１８年
４月採用
（予定）

平成１８年
４月採用
（予定）

平成１８年
４月採用
（予定）

平成１８年
４月採用
（予定）

平成１８年
４月採用
（予定）

平成１８年
４月採用
（予定）

平成１８年
４月採用
（予定）

平成１８年
４月採用
（予定）

平成１８年
４月採用
（予定）

平成１８年
４月採用
（予定）

平成１８年
４月採用
（予定）



掲載した市役所各課の電話番号は直通番号です I…日時・期間 L…会場 O…内容 N…対象・定員 P…参加費・入場料 K…持ち物 M…申込み J…問合せ
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乕
若
年
者
県
東
地
域
就
職
面
接
会

A
１
月
20
日
貊
、
午
後
１
時
〜
４
時

●
D
中
央
市
民
会
館
第
13
〜
18
会
議

室
●
G
参
加
事
業
所
は
48
社
（
予
定
）

●
F
34
歳
以
下
の
方
●
E
当
日
直
接

会
場
へ
●
B
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
越
谷
蕁

９
６
９
＝
８
６
０
９

利
用
利
用
す
る
す
る 

利
用
す
る 

乕
福
祉
有
償
運
送
に
は
申
請
が
必
要

●
で
す

G
公
共
の
交
通
機
関
を
１
人
で
利
用

で
き
な
い
方
な
ど
に
、
訪
問
介
護
事

業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
自
家
用
自
動
車

（
白
ナ
ン
バ
ー
）
を
使
っ
て
移
送
サ
ー

ビ
ス
（
有
償
）
を
行
う
場
合
、
国
土

交
通
省
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
、
平

成
17
年
度
内
に
運
営
協
議
会
の
協
議

を
経
て
、
道
路
運
送
法
第
80
条
に
基

づ
く
許
可
が
必
要
で
す
。
申
請
に
は

条
件
等
が
あ
り
ま
す
。
申
請
を
希
望

す
る
団
体
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
●
B
社
会
福
祉
課
蕁
９
６

３
＝
９
１
６
２

乕
第
１８
回
越
谷
市
都
市
計
画
審
議
会

●
を
傍
聴
で
き
ま
す

A
１
月
27
日
貊
、
午
前
10
時
か
ら
●

D
第
１
委
員
会
室
（
本
庁
舎
５
階
）

●
G
越
谷
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区

の
変
更
に
つ
い
て
。
越
谷
市
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
変
更
に
つ
い

て
。
な
お
、
会
議
の
進
行
に
よ
り
非

公
開
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
●
F

10
人
（
抽
せ
ん
）
●
E
当
日
、
午
前

９
時
〜
９
時
45
分
に
第
２
委
員
会
室

（
本
庁
舎
５
階
）
へ
●
B
都
市
計
画
課

蕁
９
６
３
＝
９
２
２
１

そ
の
他 

そ
の
他 

乕
野
球
場
貸
し
出
し
抽
せ
ん
会

A
２
月
３
日
貊
、
午
後
７
時
か
ら
受

け
付
け
。
７
時
30
分
か
ら
抽
せ
ん
●

D
市
民
球
場
会
議
室
●
G
４
月
・
５

月
の
日
曜
日
分
の
抽
せ
ん
●
F
「
ま

ん
ま
る
よ
や
く
」
に
登
録
し
て
い
る

越
谷
市
内
の
チ
ー
ム
●
H
使
用
料
は

使
用
の
翌
月
に
登
録
口
座
か
ら
振
り

替
え
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
江
戸

川
広
域
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
抽

せ
ん
日
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
●
C

「
ま
ん
ま
る
よ
や
く
」
の
登
録
カ
ー
ド

（
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。
登
録
は

体
育
課
へ
）

＊
雨
天
等
で
利
用
で
き
な
か
っ
た
場

合
、
既
納
の
使
用
料
に
つ
い
て
の

還
付
申
請
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
体
育
課
へ

B
体
育
課
蕁
９
６
３
＝
９
２
８
４

乕
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

●
「
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
ね
っ
と
」

G
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
、
日
常

的
金
銭
管
理
、
書
類
等
預
か
り
サ
ー

ビ
ス
な
ど
●
F
物
忘
れ
の
あ
る
高
齢

者
、
知
的
・
精
神
障
害
者
の
方
な
ど

●
H
１
時
間
ま
で
１
２
０
０
円
、
以

降
30
分
ご
と
に
４
０
０
円
の
加
算
。

書
類
等
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
は
基
本
料

年
額
２
０
０
０
円
お
よ
び
利
用
料
月

額
５
０
０
円
。
詳
し
く
は
左
記
へ
●

E
B
越
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
蕁
９

６
６
＝
２
２
５
１

乕
高
齢
者
就
業
相
談

A
D
①
１
月
20
日
貊
（
桜
井
地
区
セ

ン
タ
ー
）
・
②
２
月
14
日
貂
（
大
相

模
地
区
セ
ン
タ
ー
）。
い
ず
れ
も
午
前

９
時
30
分
〜
11
時
●
G
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
会
説
明
な
ど
●

F
各
50
人
●
E
①
は
１
月
６
日
貊
か

ら
、
②
は
24
日
貂
か
ら
電
話
で
左
記

へ
●
B
越
谷
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
蕁
９
６
７
＝
４
３
１
１

乕
第
４
回
越
谷
市
公
共
事
業
再
評
価

●
委
員
会
を
傍
聴
で
き
ま
す

A
１
月
23
日
豺
、
午
前
10
時
か
ら
●

D
中
央
市
民
会
館
会
議
室
Ａ
●
G
七

左
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
の
再
評

価
に
か
か
わ
る
対
応
方
針
に
つ
い
て
。

な
お
、
会
議
の
進
行
に
よ
り
非
公
開

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
●
F
10
人

（
抽
せ
ん
）
●
E
当
日
、
午
前
９
時
〜

９
時
45
分
に
直
接
会
場
へ
●
B
都
市

計
画
課
蕁
９
６
３
＝
９
２
２
１

乕
越
谷
市
介
護
保
険
運
営
協
議
会
を

●
傍
聴
で
き
ま
す

A
２
月
８
日
貉
、
午
前
10
時
か
ら
●

D
第
１
委
員
会
室
（
本
庁
舎
５
階
）

●
F
20
人
（
抽
せ
ん
）
●
E
当
日
、

午
前
９
時
45
分
ま
で
に
直
接
会
場
へ

●
B
介
護
保
険
課
蕁
９
６
３
＝
９
１

６
８

乕
一
般
廃
棄
物
処
理
業
新
規
許
可
申

●
請
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す

A
１
月
10
日
貂
〜
31
日
貂
（
土
曜
・

日
曜
日
を
除
く
）
●
D
環
境
資
源
課

（
第
二
庁
舎
２
階
）
●
H
１
件
２
０
０

０
円
。
詳
し
く
は
左
記
へ
●
B
環
境

資
源
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
８
１

乕
競
艇
事
業
に
よ
る
収
益
が
わ
た
し

●
た
ち
の
生
活
に
役
立
っ
て
い
ま
す

G
埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
は
越
谷
市

を
含
む
16
市
で
構
成
さ
れ
、
戸
田
競

艇
場
で
開
催
す
る
競
艇
事
業
の
収
益

金
は
各
市
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す

▽
１
月
〜
３
月
の
開
催
日
…
貎都
１
月

３
日
貂
〜
８
日
豸
・
11
日
貉
〜
16
日

豺
・
貎都
20
日
貊
〜
23
日
豺
・
貎都
２
月

８
日
貉
〜
12
日
豸
・
15
日
貉
〜
20
日

豺
・
23
日
貅
〜
27
日
豺
・
３
月
７
日

貂
〜
12
日
豸
・
貎都
23
日
貅
〜
27
日

豺
・
貎都
30
日
貅
・
31
日
貊

＊
貎都
は
埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
主
催

B
財
政
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
１
５

乕
市
民
温
水
プ
ー
ル
（
草
加
市
柿
木

●
町
）
の
利
用
を
休
止
し
ま
す

A
１
月
30
日
豺
〜
２
月
13
日
豺
●
G

施
設
点
検
等
の
た
め
●
B
市
民
温
水

プ
ー
ル
蕁
９
３
６
＝
６
８
２
４

地
区
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る 

相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

参
加
者
を
募
集
し
ま
す 

　
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
地
区

　
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
地
区 

　

水
と
緑
の
懇
談
会

水
と
緑
の
懇
談
会（
後
期
後
期
） 

参
加
者
を
募
集
し
ま
す 

　
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
地
区 

　

水
と
緑
の
懇
談
会（
後
期
） 

越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
地
区
で
は
、

大
規
模
な
調
節
池
の
水
辺
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
「
水

辺
に
暮
ら
す
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
」
に
つ
い
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ（
研
究
集
会
）を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
将
来
、

水
辺
の
維
持
管
理
、
運
営
等
を
し

て
い
た
だ
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
・
ご
要
望
を
整
備
計
画
に
盛

り
込
む
た
め
の
懇
談
会
で
す
。

〈
活
動
日
時
〉

２
月
か
ら
月
１
回

程
度
の
懇
談
会
・
分
科
会
（
平
日

の
夜
間
２
時
間
程
度
）。
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
（
実
地
調
査
）
等
の
場

合
は
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

〈
会
場
〉

都
市
再
生
機
構
埼
玉
東

部
開
発
事
務
所
（
西
方
１
丁
目
）

〈
対
象
〉

将
来
に
わ
た
り
積
極
的

な
維
持
管
理
、
運
営
等
を
し
て
い

た
だ
け
る
市
内
在
住
の
方
若
干
名

〈
応
募
方
法
〉

１
月
18
日
貉
ま
で

に
、
都
市
再
生
機
構
埼
玉
東
部
開

発
事
務
所
、
市
役
所
都
市
整
備
推

進
課
（
第
二
庁
舎
３
階
）
で
お
配

り
し
て
い
る
応
募
用
紙
に
記
入
し
、

都
市
再
生
機
構
埼
玉
東
部
開
発
事

務
所
へ

B
都
市
再
生
機
構
埼
玉
東
部
開
発

事
務
所
蕁
９
６
７
＝
０
１
０
０
、

市
役
所
都
市
整
備
推
進
課
蕁
９
６

３
＝
９
２
２
２

縦
　
　覧 

越
谷
駅
西
口
土
地
区
画
整
理

審
議
会
選
挙
人
名
簿
●

G
越
谷
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
審

議
会
委
員
の
補
欠
選
挙
に
伴
い
選

挙
人
名
簿
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
●

A
１
月
12
日
貅
〜
25
日
貉
、
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
●
D

市
街
地
整
備
課
（
本
庁
舎
３
階
）

＊
立
候
補
届
け
出
の
受
け
付
け
は

２
月
７
日
貂
〜
16
日
貅
。
投
･

開
票
は
３
月
12
日
豸
（
予
定
）

B
市
街
地
整
備
課
蕁
９
６
３
＝
９

２
３
１

都
市
計
画
道
路
の

事
業
認
可
図
書
●

G
施
行
者
の
名
称
は
越
谷
市
。
都

市
計
画
事
業
の
種
類
お
よ
び
名
称

は
３
・
４
･
19
号
鳩
ヶ
谷
別
府
線
。

施
行
期
間
は
平
成
17
年
11
月
25
日

〜
21
年
３
月
31
日
。
事
業
地
の
う

ち
収
用
の
部
分
は
南
越
谷
１
丁
目

お
よ
び
登
戸
町
地
内
、
使
用
の
部

分
は
な
し
●
D
道
路
街
路
課
（
本

庁
舎
３
階
）

B
道
路
街
路
課
蕁
９
６
３
＝
９
２

０
２流

通
業
務
団
地
に
係
る

都
市
計
画
の
図
書
●

G
12
月
２
日
付
け
で
決
定
さ
れ
た

流
通
業
務
団
地
に
係
る
都
市
計
画

（
用
途
地
域
・
都
市
施
設
の
変
更
）

の
図
書
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
●
D

都
市
計
画
課
（
本
庁
舎
３
階
）

B
都
市
計
画
課
蕁
９
６
３
＝
９
２

２
１越

谷
都
市
計
画

生
産
緑
地
地
区
の
変
更
案
●

A
１
月
５
日
貅
〜
19
日
貅
（
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）、
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
●

D
公
園
緑
地
課
（
本
庁
舎
３
階
）

B
公
園
緑
地
課
蕁
９
６
３
＝
９
２

２
５

■ 
４
面
か
ら
続
き

乕
外
国
人
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
日

●
本
語
指
導
員
登
録
者

G
市
内
の
小
・
中
学
校
に
通
う
外
国

人
の
児
童
・
生
徒
へ
の
学
校
生
活
に

お
け
る
日
本
語
支
援
な
ど
。
登
録
者

は
越
谷
市
教
育
委
員
会
が
各
小
・
中

学
校
に
派
遣
し
ま
す
●
F
日
本
語
指

導
の
経
験
が
あ
る
方
●
E
１
月
16
日

豺
〜
27
日
貊
、
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
に
募
集
要
項
（
４
日
貉
か
ら
越
谷

市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
で
お
配
り

し
ま
す
）
を
ご
覧
の
う
え
左
記
へ
●

B
越
谷
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
中
央
市
民
会
館
５
階
）
蕁
９
６
０
＝

３
３
５
０

乕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員

G
い
じ
め
や
不
登
校
の
解
消
を
目
指

し
、
児
童
・
生
徒
か
ら
の
相
談
の
対

応
や
地
域
の
情
報
収
集
な
ど
●
F
学

校
教
育
に
理
解
が
あ
る
22
歳
〜
60
歳

の
方
●
E
２
月
３
日
貊
ま
で
に
応
募

書
類
に
記
入
し
直
接
教
育
相
談
所
へ
。

応
募
書
類
は
１
月
10
日
貂
か
ら
左
記

で
お
配
り
し
ま
す
●
B
教
育
相
談
所

（
東
越
谷
３
丁
目
）
蕁
９
６
６
＝
６
８

３
３

市民農園の利用者を募集しまします 市民農園の利用者を募集しまします 市民農園の利用者を募集します 
平成18年４月から貸し出しを開始する市民農園の利用者

を募集します。所在地等は下表のとおりです。
〈対象〉 市内在住の方（１世帯１区画）。ほかの市民農
園・いきいき農園をご利用中の方およびその世帯の方は申
し込みできません
〈申込み〉 １月20日貊（必着）までに往復はがきの往信面
に住所・氏名・電話番号・希望農園名、返信面のあて先に
郵便番号・住所・氏名を記入し農政課へ。希望者多数の場
合は１月31日貂、午後１時30分から市役所別館第１会議室
で公開抽せんを行います
＊各農園とも駐車場はありません。徒歩・自転車等で通え
●る農園をお申し込みください
〈問合せ〉 農政課蕁９６３－９１９３

乕
埼
玉
県
青
少
年
相
談
員

G
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
お
兄
さ

ん
・
お
姉
さ
ん
と
な
り
、
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
助
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
●
F
18
歳
〜
32
歳
の
方

（
平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
。
高
校
生

を
除
く
）
で
、
原
則
と
し
て
市
内
在

住
・
在
勤
･
在
学
の
市
内
で
活
動
で

き
る
方
●
E
１
月
13
日
貊
ま
で
に
電

話
で
生
涯
学
習
課
へ
。
書
類
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
記
入
の
う
え
27
日
貊

ま
で
に
直
接
左
記
へ
●
B
生
涯
学
習

課
蕁
９
６
３
＝
９
３
０
８

乕
越
谷
税
務
署
臨
時
職
員

G
確
定
申
告
に
伴
う
入
力
事
務
な
ど
。

詳
し
く
は
左
記
へ
●
B
越
谷
税
務
署

蕁
９
６
５
＝
８
１
１
１

〈問合せ〉 農政課蕁９６３－９１９３

貸出期限 
H22年3月 
〃 
〃 
〃 
〃 

H23年3月 
〃 
〃 

H19年3月 
〃 
〃 

H20年3月 
〃 
 

H23年3月 

区画数 
2 
〃 
1 
3 
2 
38 
27 
37 
2 
〃 
3 
2 
5 
 
34

面積 
33㎡ 
30㎡ 
20㎡ 
30㎡ 
25㎡ 
30㎡ 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
 
〃 

所　在　地 
平方1655-1  
蒲生2-1233-1 
袋山1081 
宮本町5-166-1  
登戸町172  
花田4-16-13  
千間台西5-14-12  
大沢1600-1 
東越谷10-54-2  
宮本町5-112  
大里196  
下間久里781  
宮本町5-63 
大道749（西大袋土地
区画整理地内第３号街
区公園南側） 

農　園　名 
平方 
蒲生2丁目 
袋山 
宮本町5丁目第1 
登戸町 
花田4丁目 
千間台西5丁目 
大沢 
東越谷 
宮本町5丁目第2 
大里 
下間久里 
宮本町5丁目第3 
 
大道（新設） 

＊使用料は年間5000円。ただし、平方は2000円 
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越谷市役
所 

蕷343-8501
 越ヶ谷4-2-

1

代表電話蕁
964-2111

催 し ご 
案 
内 

▼
公
益
信
託
「
越
谷
都
市
整
備
ト

ラ
ス
ト
」「
越
谷
ま
ち
づ
く
り
基

金
」
助
成
事
業
を
募
集
し
ま
す

F
次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
事
業
。
①
公
共
空
間
の
環

境
美
化
・
保
全
、
②
公
共
施
設
の

整
備
充
実
、
③
ま
ち
づ
く
り
援
助

事
業
●
E
１
月
20
日
貊
ま
で
に
左

記
へ
。
助
成
の
可
否
お
よ
び
助
成

額
は
運
営
委
員
会
で
決
定
し
ま
す

＊
越
谷
都
市
整
備
ト
ラ
ス
ト
に
つ

い
て
は
、
譛
民
間
都
市
開
発
推

進
機
構
か
ら
当
公
益
信
託
に
助

成
さ
れ
る
資
金
を
活
用
し
ま
す
。

ま
た
、
趣
旨
に
賛
同
す
る
企

業
・
団
体
・
個
人
等
か
ら
の
寄

付
を
あ
わ
せ
て
募
集
し
ま
す

B
住
友
信
託
銀
行
リ
テ
ー
ル
企
画

推
進
部
蕁
03
＝
３
２
８
６
＝
８
２

１
８

▼
七
草
を
摘
ん
で
食
べ
る
会

A
１
月
７
日
貍
。
午
前
10
時
中
央

市
民
会
館
１
階
ロ
ビ
ー
集
合
●
D

中
央
市
民
会
館
茶
華
道
室
●
F
20

人
（
申
込
み
順
）
●
H
無
料
●
E

B
越
谷
市
創
作
家
協
会
・
山
崎
蕁

９
６
７
＝
１
１
１
７

▼
第
12
回
越
谷
市
書
道
連
盟
役
員

展
A
１
月
13
日
貊
〜
15
日
豸
、
午
前

10
時
〜
午
後
５
時
（
15
日
は
午
後

４
時
ま
で
）
●
D
中
央
市
民
会
館

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
●
H
無
料
。
越

谷
市
教
育
委
員
会
ほ
か
後
援
●
B

越
谷
市
書
道
連
盟
・
佐
々
木
蕁
９

６
４
＝
０
５
２
０

▼
越
谷
市
冬
季
硬
式
テ
ニ
ス
レ
デ

ィ
ー
ス
大
会

A
２
月
２
日
貅
・
３
日
貊
（
予
備

日
７
日
貂
）、
午
前
８
時
45
分
受
付

●
D
し
ら
こ
ば
と
運
動
公
園
●
G

ダ
ブ
ル
ス
●
F
越
谷
市
レ
デ
ィ
ー

ス
に
登
録
し
て
い
る
方
（
当
日
登

録
可
）
１
２
８
人
●
H
１
人
１
０

０
０
円
（
軽
食
付
き
）。
越
谷
市
教

育
委
員
会
ほ
か
後
援
●
E
１
月
20

日
貊
（
必
着
）
ま
で
に
希
望
日
を

記
入
し
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

左
記
へ
●
B
越
谷
市
テ
ニ
ス
協

会
・
平
栗
（
蕷
342
＝
０
０
５
５
吉

川
市
吉
川
１
の
30
の
14
）
蕁
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
９
８
２
＝
７
０
４
５

▼
振
り
そ
で
を
着
て
写
真
を
撮
り

ま
せ
ん
か

A
１
月
29
日
豸
、
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
３
時
●
D
秋
元
総
合
学
院

南
越
谷
教
室
●
F
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
で
着
物
を
着
て
み
た

い
方
、
成
人
式
に
振
り
そ
で
を
着

ら
れ
な
か
っ
た
方
●
H
１
０
０
０

円
（
越
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

全
額
寄
付
）
●
C
足
袋
、
す
そ
よ

け
、
肌
じ
ゅ
ば
ん
（
お
持
ち
の
方
）

●
E
１
月
17
日
貂
（
必
着
）
ま
で

に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
身
長
・
電
話
番
号
を

記
入
し
秋
元
総
合
学
院
へ
。
越
谷

市
社
会
福
祉
協
議
会
後
援
●
B
秋

元
総
合
学
院
（
蕷
343
＝
０
８
４
５

南
越
谷
４
の
16
の
７
）
蕁
９
８

７
＝
３
２
５
４

募
集
し
ま
す
（
凸
版
３
Ｌ
）

▼
蒲
生,
ズ
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

A
毎
週
木
曜
日
、
午
後
７
時
〜
９

時
●
D
蒲
生
小
学
校
体
育
館
●
F

市
内
在
住
の
家
庭
婦
人
●
H
入
会

金
１
０
０
０
円
、
月
会
費
１
５
０

０
円
●
B
須
賀
蕁
９
６
６
＝
６
４

８
０

▼
藤
の
会
（
新
舞
踊
）

A
毎
月
第
１
・
２
・
３
金
曜
日
、

午
後
１
時
〜
４
時
●
D
赤
山
交
流

館
●
F
60
歳
以
上
の
方
●
H
月
会

費
２
０
０
０
円
●
B
小
林
蕁
９
７

６
＝
０
５
０
４

▼
越
谷
剣

つ
る
ぎ

の
会

A
月
曜
日
（
月
３
回
）、
午
後
７
時

〜
９
時
。
土
曜
日
（
月
２
回
）、
午

前
９
時
〜
正
午
●
D
増
林
小
学
校

体
育
館
●
G
剣
の
舞
、
居
合
、
吟ぎ

ん

詠え
い

●
H
入
会
金
５
０
０
円
、
月
会

費
３
０
０
０
円
●
B
鈴
木
蕁
９
６

３
＝
２
０
０
５

▼
閑
越

か
ん
え
つ

会
（
謡
曲
・
仕
舞
）

A
月
曜
日
（
月
２
回
）、
午
後
１
時

〜
８
時
●
D
こ
し
が
や
能
楽
堂
●

H
入
会
金
１
万
円
、
年
会
費
５
万

円＊
２
月
か
ら
土
曜
日
（
月
２
回
）
に

小
学
生
（
10
人
）
の
活
動
も
始

め
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
へ

B
柴
闢
蕁
９
８
５
＝
１
１
８
５

▼
も
み
じ
会
（
大
正
琴
）

A
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
、
午
前

10
時
〜
正
午
●
D
蒲
生
交
流
館
●

H
入
会
金
３
０
０
０
円
、
月
会
費

３
０
０
０
円
●
B
井
上
蕁
９
８

８
＝
６
３
２
８

▼
越
谷
市
草
原
太
極
ク
ラ
ブ

A
毎
週
水
曜
日
、
午
後
７
時
〜
９

時
●
D
越
ヶ
谷
小
学
校
体
育
館
●

H
入
会
金
１
０
０
０
円
、
月
会
費

２
０
０
０
円
●
B
中
野
蕁
９
８

８
＝
９
３
６
０

▼
リ
ズ
ム
体
操
シ
ソ
ン
ヌ
Ⅰ

A
毎
週
水
曜
日
、
午
前
９
時
〜
10

時
30
分
●
D
蒲
生
地
区
セ
ン
タ
ー
、

蒲
生
交
流
館
●
F
お
お
む
ね
30
代

〜
50
代
の
女
性
●
H
入
会
金
１
０

０
０
円
、
月
会
費
１
５
０
０
円
。

お
子
さ
ん
の
同
席
可
●
B
大
庭
蕁

９
６
１
＝
７
３
４
５

▼
大
沢
ペ
ン
字
ク
ラ
ブ

A
毎
月
第
１
・
３
土
曜
日
、
午
後

７
時
〜
９
時
●
D
大
沢
地
区
セ
ン

タ
ー
●
H
入
会
金
１
０
０
０
円
、

月
会
費
１
３
０
０
円
●
B
久
保
田

蕁
９
６
５
＝
３
０
７
２

▼
埼
玉
朝
日
囲
碁
ク
ラ
ブ

A
毎
週
木
曜
・
日
曜
日
、
午
後
１

時
〜
５
時
●
D
中
央
市
民
会
館
●

H
月
会
費
２
０
０
０
円
（
日
曜
日

の
み
の
方
は
１
０
０
０
円
）
●
B

金
子
蕁
９
７
７
＝
０
１
０
３

▼
ア
ロ
ハ
レ
イ
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）

A
毎
月
第
１
・
２
・
３
水
曜
日
、

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
●
D
南
越

谷
地
区
セ
ン
タ
ー
●
H
入
会
金
３

０
０
０
円
、
月
会
費
４
０
０
０
円

●
B
土
谷
蕁
９
８
７
＝
９
３
１
１

▼
越
谷
フ
ァ
イ
ン
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

A
毎
週
火
曜
〜
金
曜
日
、
午
後
６

時
30
分
〜
９
時
（
お
好
き
な
日
時

に
参
加
可
。
土
曜
・
日
曜
日
に
試

合
等
あ
り
）
●
D
花
田
小
学
校
体

育
館
●
F
小
学
生
女
子
●
H
入
会

金
１
０
０
０
円
、
月
会
費
２
５
０

０
円
●
B
白
崎
蕁
９
６
７
＝
３
６

２
２

▼
士
真

し

し

ん

会
（
空
手
）

A
毎
月
第
４
日
曜
日
、
午
後
６
時

〜
９
時
30
分
●
D
総
合
体
育
館
武

道
場
●
F
小
学
生
以
上
●
H
月
会

費
５
０
０
円
（
小
学
生
は
１
０
０

円
）
●
B
長
谷
川
蕁
０
８
０
＝
３

３
８
６
＝
５
３
８
６

お
い
で
く
だ
さ
い
（
凸
版
３
行
）

▼
入
門
太
極
拳
体
験
講
習
会

A
１
月
13
日
貊
・
20
日
貊
・
27
日

貊
、
午
後
７
時
〜
９
時
。
全
３
回

●
D
南
越
谷
小
学
校
体
育
館
●
H

無
料
●
E
B
太
極
拳
楽
拳

ら
っ
け
ん

会
・
三

宅
蕁
９
８
６
＝
７
１
２
６

▼
第
32
回
越
谷
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

文
化
発
表
会

A
１
月
26
日
貅
、
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
（
展
示
部
門
は
10
時
30
分

か
ら
）
●
D
サ
ン
シ
テ
ィ
小
ホ
ー

ル
・
ポ
ル
テ
ィ
コ
ホ
ー
ル
●
G
展

示
部
門
…
絵
画
･
書
道
・
手
芸
等
、

演
出
部
門
…
合
唱
･
合
奏
・
舞
踊
等

●
H
無
料
●
B
越
谷
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
事
務
局
蕁
９
６
６
＝
２
１
０
０

（
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
。
水
曜
･

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

▼
新
垣
勉
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー

ト
〜
共
生
と
平
和
を
う
た
う
〜

A
２
月
８
日
貉
、
午
後
７
時
開
演

●
D
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
大
ホ

ー
ル
●
G
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の
新
垣

勉
さ
ん
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
ほ
か

要
約
筆
記
・
手
話
通
訳
あ
り
●
H

５
０
０
０
円
（
収
益
は
埼
玉
聴
覚

障
害
者
福
祉
会
へ
寄
付
）。
埼
玉
県

社
会
福
祉
協
議
会
ほ
か
後
援
●
E

B
越
谷
市
聴
覚
障
害
者
協
会
・
池

島
蕁
０
９
０
＝
８
５
１
４
＝
７
５

１
０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
９
７
７
＝
５
０
９

１▼
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し

ま
す

い
ず
れ
も
雨
天
中
止
、
D
し
ら

こ
ば
と
水
上
公
園
駐
車
場
。
出
店

費
用
等
詳
し
く
は
各
問
合
せ
先
へ

①
A
１
月
29
日
豸
、
午
前
９
時
〜

午
後
３
時
30
分
●
E
B
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
主
催
団
体

協
議
会
蕁
０
１
２
０
＝
23
＝
６
３

８
９
★
②
A
２
月
５
日
豸
、
午
前

９
時
〜
午
後
３
時
●
E
B
フ
リ
マ

ガ
ー
デ
ン
・
大
塚
蕁
０
９
０
＝
１

９
９
４
＝
５
４
９
３

観
る
（
凸
版
３
行
）

乕
第
６
回
市
展
（
越
谷
市
美
術
展
覧

会
）

A
２
月
３
日
貊
〜
９
日
貅
、
午
前
10

時
〜
午
後
６
時
（
９
日
は
４
時
ま
で
）

●
D
中
央
市
民
会
館
４
階
●
G
日
本

画
･
洋
画
・
彫
刻
･
工
芸
･
書
・
写

真
の
６
部
門
●
B
生
涯
学
習
課
蕁
９

６
３
＝
９
３
０
７

乕
第
８
回
越
谷
市
消
防
音
楽
隊
定
期

演
奏
会

A
１
月
21
日
貍
、
午
後
２
時
開
演
●

D
サ
ン
シ
テ
ィ
大
ホ
ー
ル
●
G
曲
目

は
「
お
祭
り
マ
ン
ボ
」「
涙
そ
う
そ
う
」

ほ
か
●
H
無
料
●
E
当
日
直
接
会
場

へ
●
B
消
防
本
部
予
防
課
蕁
９
７

４
＝
０
１
０
３

乕
サ
ン
シ
テ
ィ
広
場
イ
ベ
ン
ト
「
魔

法
戦
隊
マ
ジ
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
」

A
１
月
29
日
豸
（
雨
天
決
行
）、
午
前

11
時
か
ら
・
午
後
２
時
か
ら
●
D
サ

ン
シ
テ
ィ
広
場
●
H
無
料
●
B
サ
ン

シ
テ
ィ
実
行
委
員
会
蕁
９
８
５
＝
１

１
３
１

乕
彩
の
国
総
合
技
能
展

A
２
月
４
日
貍
、
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
５
時
。
５
日
豸
、
午
前
９
時
45

分
〜
正
午
●
D
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
●
G
県
立
高
等
技
術
専
門
校
と
認

定
職
業
訓
練
校
の
生
徒
の
作
品
展

示
・
即
売
（
５
日
の
み
）
ほ
か
●
H

無
料
●
B
埼
玉
県
職
業
能
力
開
発
課

蕁
０
４
８
＝
８
３
０
＝
４
６
０
２

参
加
す
る
（
凸
版
３
行
）

乕
埼
玉
鴨
場
の
見
学
会

A
２
月
22
日
貉
。
①
午
前
10
時
〜
11

時
、
②
午
後
２
時
〜
３
時
。
①
は
午

前
９
時
50
分
、
②
は
午
後
１
時
50
分

に
鴨
場
正
門
前
に
集
合
●
D
宮
内
庁

埼
玉
鴨
場
（
大
林
）
●
G
野
生
の
鴨

が
生
息
し
て
い
る
様
子
を
観
る
こ
と

が
で
き
ま
す
●
F
市
内
在
住
の
成
人

各
40
人
（
抽
せ
ん
）。
過
去
に
鴨
場
見

学
会
に
参
加
し
た
方
は
参
加
で
き
ま

せ
ん
●
H
無
料
●
E
１
月
18
日
貉

（
必
着
）
ま
で
に
往
復
は
が
き
の
往
信

面
に
見
学
す
る
方
２
人
（
１
人
で
も

可
）
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
・
①
ま
た
は
②
の
希
望
、
返
信

面
の
あ
て
先
に
代
表
者
の
住
所
・
氏

名
を
記
入
し
広
報
広
聴
課
へ

＊
車
で
の
来
場
は
お
断
り
し
ま
す

B
広
報
広
聴
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
１

７乕
市
政
移
動
教
室

A
１
月
31
日
貂
、
午
前
９
時
30
分
市

役
所
集
合
●
D
越
谷
総
合
食
品
地
方

卸
売
市
場
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
野

鳥
の
森
、
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
、

越
谷
だ
る
ま
づ
く
り
●
F
市
内
在
住

の
方
40
人
（
抽
せ
ん
）
●
H
無
料
●

E
１
月
13
日
貊
（
必
着
）
ま
で
に
は

が
き
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
を
記
入
し
左
記
へ
●
B
広
報
広

聴
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
１
７

乕
第
２９
回
越
谷
健
康
マ
ラ
ソ
ン
祭

A
３
月
12
日
豸
（
小
雨
決
行
）。
午
前

９
時
に
け
や
き
荘
で
受
け
付
け
●
D

県
民
健
康
福
祉
村
■
G
▽
マ
ラ
ソ
ン

の
部
…
３
・
７
誅
、
５
・
49
誅
、
10

誅
（
中
学
生
は
３
・
７
誅
の
み
）
■

▽
健
歩
の
部
…
１
・
８
誅
、
３
・
７

誅
●
F
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

中
学
生
以
上
の
方
●
H
８
０
０
円

（
昼
食
希
望
者
は
別
途
５
０
０
円
）
●

E
１
月
５
日
貅
〜
２
月
10
日
貊
に
参

加
費
を
添
え
て
①
体
育
課
（
第
二
庁

舎
４
階
）、
②
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
（
総
合
体
育
館
内
）、
③
け
や
き
荘
、

④
く
す
の
き
荘
へ
。
受
付
時
間
は
①

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
、

②
③
④
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

＊
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
越

谷
駅
西
口
発
の
路
線
バ
ス
等
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

B
体
育
課
蕁
９
６
３
＝
９
２
８
４
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
蕁
９
６

２
＝
１
５
１
６

乕
外
国
人
の
た
め
の
「
に
ほ
ん
ご
ひ

ろ
ば
」

A
D
▽
木
曜
日
コ
ー
ス
（
男
女
共
同

参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
）
…
２
月
２
日

〜
３
月
23
日
の
毎
週
木
曜
日
、
午
後

７
時
〜
８
時
30
分
★
▽
土
曜
日
コ
ー

ス
（
中
央
市
民
会
館
会
議
室
）
…
１

月
28
日
〜
３
月
25
日
の
毎
週
土
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
。
い
ず
れ
も
全
８
回
●
F
日
本

語
を
学
び
た
い
外
国
人
の
方
●
H
無

料
●
E
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

ま
た
は
直
接
越
谷
市
国
際
交
流
協
会

へ
。
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
●
B
越
谷
市
国
際

交
流
協
会
事
務
局
（
中
央
市
民
会
館

内
）
蕁
９
６
０
＝
３
３
５
０
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
９
６
０
＝
３
３
５
３
、
メ
ー
ル

kiajapan@
kiajapan.com

乕
新
春
チ
ャ
リ
テ
ィ
大
茶
会

A
１
月
29
日
豸
、
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
●
D
こ
し
が
や
能
楽
堂
●
H
２

０
０
０
円
（
お
弁
当
付
き
）。
収
益
は

発
展
途
上
国
へ
寄
付
し
ま
す
●
E
１

月
10
日
貂
ま
で
に
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
記
入
し
、
フ
ァ
ク
ス
で
越

谷
ユ
ネ
ス
コ
協
会
・
佐
久
間
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
９
７
６
＝
２
５
６
２
）
へ
●
B
生

涯
学
習
課
蕁
９
６
３
＝
９
２
８
３

乕
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
地
域
フ

ォ
ー
ラ
ム
in
越
谷

A
１
月
29
日
豸
、
午
後
１
時
10
分
〜

４
時
40
分
●
D
中
央
市
民
会
館
劇
場

●
G
講
演
「
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る

こ
と
★
心
の
応
急
手
当
」。
講
師
は
エ

ン
パ
ワ
メ
ン
ト
・
セ
ン
タ
ー
主
宰
の

森
田
ゆ
り
さ
ん
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
「
子
育
て
支
援
か
ら
虐
待

予
防
を
考
え
る
」
手
話
通
訳
あ
り
●

F
２
０
０
人
（
抽
せ
ん
）
●
H
無
料

●
E
１
月
23
日
豺
ま
で
に
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
、
１
歳
〜
未
就
学
児

の
保
育
を
希
望
す
る
方
は
お
子
さ
ん

の
名
前
・
年
齢
、
手
話
通
訳
を
希
望

の
方
は
手
話
通
訳
希
望
と
記
入
し
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
８
＝

８
３
０
＝
４
７
８
７
）、
メ
ー
ル
（a33

40-02@
pref.saitam

a.lg.jp

）
で
左

記
へ
。
ご
参
加
い
た
だ
け
な
い
場
合

の
み
連
絡
し
ま
す
●
B
埼
玉
県
こ
ど

も
安
全
課
（
蕷
330
＝
９
３
０
１
さ
い

た
ま
市
浦
和
区
高
砂
３
の
15
の
１
）

蕁
０
４
８
＝
８
３
０
＝
３
３
４
５

学
ぶ
（
凸
版
３
行
）

乕
人
権
・
同
和
問
題
講
演
会

A
１
月
18
日
貉
、
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分
●
D
サ
ン
シ
テ
ィ
小
ホ
ー

ル
●
G
テ
ー
マ
は
「
生
き
て
る
っ
て

シ
ア
ワ
セ
！
」。
講
師
は
全
国
骨
髄
バ

ン
ク
推
進
連
絡
協
議
会
会
長
の
大
谷

貴
子
さ
ん
●
●
●
●
●
●
。
映
画

「
ス
テ
ッ
プ
」
の
上
映
●
H
無
料
●
B

生
涯
学
習
課
蕁
９
６
３
＝
９
２
８
３

乕
若
年
者
の
た
め
の
就
職
に
役
立
つ

パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー
（
初
級
・
中

級
）

A
G
▽
初
級
…
①
２
月
２
日
貅
、
②

３
日
貊
★
▽
中
級
（
全
２
回
）
…
③

１
月
12
日
貅
・
13
日
貊
、
④
16
日

豺
・
17
日
貂
、
⑤
23
日
豺
・
24
日
貂
、

⑥
26
日
貅
・
27
日
貊
、
⑦
２
月
６
日

豺
・
７
日
貂
。
①
④
⑤
⑦
は
ワ
ー
ド
、

②
③
⑥
は
エ
ク
セ
ル
。
い
ず
れ
も
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
●
D
産
業
雇
用

支
援
セ
ン
タ
ー
Ｏ
Ａ
室
●
F
市
内
在

住
の
34
歳
以
下
の
求
職
者
各
10
人

（
申
込
み
順
）
●
H
無
料
●
E
１
月
５

日
貅
か
ら
電
話
で
左
記
へ
●
B
産
業

支
援
課
蕁
９
６
７
＝
４
６
８
０

乕
パ
ソ
コ
ン
自
由
学
習

A
１
月
10
日
貂
・
30
日
豺
。
午
前
10

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時
●
D

産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｏ
Ａ
室
●

G
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
自
習
形
式
で
学
び
ま
す
。

１
回
１
時
間
●
F
就
職
・
仕
事
の
た

め
パ
ソ
コ
ン
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
し

た
い
方
（
学
生
不
可
）
各
時
間
10
人

（
先
着
順
）
●
E
当
日
直
接
会
場
へ
●

B
産
業
支
援
課
蕁
９
６
７
＝
４
６
８

０乕
応
急
手
当（
普
通
救
命
Ⅰ
）
講
習
会

A
２
月
２
日
貅
、
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分
●
D
消
防
本
庁
舎
●
G
心

肺
そ
せ
い
法
ほ
か
●
F
市
内
在
住
・

在
勤
の
15
歳
以
上
の
方
30
人
（
申
込

み
順
）
●
H
無
料
●
E
１
月
20
日
貊

ま
で
に
左
記
へ
●
B
越
谷
市
消
防
署

蕁
９
７
４
＝
０
１
３
６

乕
甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習

会
A
２
月
14
日
貂
･
15
日
貉
、
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
５
時
。
全
２
回
●
D

消
防
本
庁
舎
●
G
消
防
法
に
よ
り
一

定
人
数
以
上
の
建
物
お
よ
び
テ
ナ
ン

ト
等
に
は
、
資
格
を
持
つ
防
火
管
理

者
が
必
要
で
す
。
防
火
管
理
者
が
い

な
い
場
合
、
管
理
･
監
督
的
な
立
場

の
方
を
受
講
さ
せ
て
く
だ
さ
い
●
F

１
０
０
人
（
申
込
み
順
）
●
H
３
５
０

０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）
●
E
１
月
16
日

豺
〜
31
日
貂
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除

く
）に
写
真
１
枚（
３
詢
×
２
･
５
詢
）

と
費
用
を
添
え
て
左
記
へ
●
B
消
防

本
部
予
防
課
蕁
９
７
４
＝
０
１
０
３

乕
商
工
会
珠
算
検
定
試
験

A
２
月
19
日
豸
、
午
前
９
時
30
分
か

ら
●
D
越
谷
産
業
会
館
（
中
町
）
●

H
受
験
料
１
級
２
０
４
０
円
、
２
級

１
５
３
０
円
、
３
級
１
３
３
０
円
、

４
級
〜
６
級
９
２
０
円
、
７
級
〜
10

級
７
１
０
円
●
E
１
月
20
日
貊
（
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
ま
で

に
受
験
料
を
添
え
て
左
記
へ
。
１
級

受
験
者
は
４
･
５
詢
×
３
・
５
詢
の

写
真
が
必
要
で
す
●
B
越
谷
市
商
工

会
蕁
９
６
６
＝
６
１
１
１

乕
登
録
手
話
通
訳
者
認
定
試
験

A
２
月
25
日
貍
●
D
こ
ば
と
館
●
G

筆
記
・
実
技
・
面
接
試
験
●
F
原
則

と
し
て
市
内
在
住
・
在
勤
で
次
の
①

ま
た
は
②
に
該
当
す
る
方
。
ま
た
は

③
に
該
当
し
審
査
会
で
認
め
た
方
。

①
手
話
通
訳
士
の
資
格
を
有
す
る
方

ま
た
は
都
道
府
県
の
認
定
試
験
に
合

格
し
て
い
る
方
、
②
市
が
実
施
す
る

手
話
通
訳
者
養
成
講
習
会
を
修
了
し

た
方
ま
た
は
現
在
受
講
中
の
方
、
③

②
と
同
等
の
技
術
を
有
す
る
方
●
E

１
月
20
日
貊
ま
で
に
登
録
申
込
書

（
こ
ば
と
館
で
お
配
り
し
て
い
ま
す
）

に
記
入
し
直
接
左
記
へ
●
B
こ
ば
と

館
（
中
央
市
民
会
館
内
）
蕁
９
６

６
＝
６
６
３
３

乕
放
送
大
学
（
平
成
１８
年
度
１
学
期
）

G
４
月
入
学
の
18
年
度
１
学
期
放
送

大
学
生
を
募
集
し
ま
す
●
E
入
学
願

書
の
受
け
付
け
は
２
月
28
日
貂
ま
で
。

詳
し
く
は
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http:w
w
w
.u-air.ac.jp

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
●
B
放
送
大
学
東
京
足
立
学

習
セ
ン
タ
ー
蕁
03
＝
５
２
４
４
＝
２

７
６
０

越谷だるまづくり

参
加
参
加
す
る
す
る 

参
加
す
る 

観
　
る
　
る 

観
　
る 

学
　
ぶ
　
ぶ 

学
　
ぶ 

手
話
通
訳
あ
り

手
話
通
訳
あ
り

要
約
筆
記
・
手
話
通
訳
あ
り

爲2005 テレビ朝日・東映AG・東映

「
お
知
ら
せ
パ
ッ
ク
こ
の
指
と
ま
れ
！
」
の
平
成
18
年
度
分
（
５

月
号
〜
19
年
４
月
号
掲
載
）
の
団
体
登
録
・
掲
載
依
頼
の
受
け
付
け

を
２
月
１
日
貉
か
ら
開
始
し
ま
す
。
申
請
書
な
ど
は
、
１
月
20
日
貊

か
ら
広
報
広
聴
課
（
本
庁
舎
２
階
）
で
お
配
り
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。
団
体
登
録
が
必
要
な
い
団
体
で
も
掲

載
依
頼
は
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

J
広
報
広
聴
課
広
報
担
当
蕁
９
６
３
＝
９
１
１
７

産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
二
番

館
で
は
、
創
業
を
目
指
す
方
な
ど

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
開
業
・
経
営
・
経
営
革
新
に
関

す
る
相
談

A
月
曜
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）
・
毎
月
第
２
土
曜

日
、
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
正

午
〜
午
後
１
時
を
除
く
。
土
曜
日

は
午
後
３
時
ま
で
。
こ
の
ほ
か
の

時
間
帯
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）
●
D
産
業
雇
用
支

援
セ
ン
タ
ー
二
番
館
●
G
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
相
談
●
F
市

内
で
新
た
に
事
業
を
行
う
方
ほ
か
●

H
無
料
●
E
事
前
（
土
曜
日
は
第
１

金
曜
日
ま
で
）
に
電
話
で
産
業
雇
用

支
援
セ
ン
タ
ー
二
番
館
へ

●
挑
戦
者
応
援
セ
ミ
ナ
ー

A
１
月
27
日
貊
、
午
後
６
時
〜
７
時

30
分
●
D
越
谷
産
業
会
館
（
中
町
）

●
G
テ
ー
マ
は
「
ウ
ェ
ブ
ビ
ジ
ネ
ス

成
功
の
秘
訣
」。
効
果
的
な
ツ
ー
ル

（
メ
ル
マ
ガ
活
用
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
な

ど
）、
現
在
成
功
し
て
い
る
事
例
や

留
意
点
を
紹
介
し
ま
す
。
講
師
は

譌
テ
ィ
ー
・
キ
ュ
ー
ブ
代
表
取
締

役
の
た
か
は
し
ひ
ろ
こ
さ
ん
。
講

演
後
、
講
師
を
交
え
た
交
流
会
を

開
催
し
ま
す
●
F
ウ
ェ
ブ
ビ
ジ
ネ

ス
を
始
め
る
方
ほ
か
30
人
（
申
込

み
順
）
●
H
無
料
●
E
住
所
･
氏

名
・
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
･
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
・
事
業
所
名
を
記
入

の
う
え
左
記
へ
（
電
話
可
）

B
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
二
番

館
蕁
９
６
７
＝
２
４
２
４
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
９
６
７
＝
２
４
２
５
、
メ
ー
ル

nibankan@
r9.dion.ne.jp

産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
二
番
館

産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
二
番
館 

相
談
・
講
座
ご
案
内

相
談
・
講
座
ご
案
内 

産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
二
番
館 

相
談
・
講
座
ご
案
内 

い
ず
れ
も
申
込
み
順
、
H
無
料
、

D
E
B
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ

ー
（
蕁
９
７
０
＝
７
４
１
１
。
月
曜

日
休
館
）
へ
。

●
大
人
の
学
校
２
０
０
５

A
①
１
月
21
日
貍
・
②
28
日
貍
、
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
●
G
①
テ

ー
マ
は
「
自
分
を
表
現
し
て
語
る
」。

ハ
テ
ル
マ
の
会
と
の
協
働
企
画
、
②

テ
ー
マ
は
「
私
の
た
め
に
あ
な
た
の

た
め
に
で
き
る
こ
と
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
試
み
」
●
F
各
50
人

●
働
く
人
の
た
め
の
講
座
Ⅱ

A
１
月
19
日
貅
、
午
前
10
時
〜
11
時

30
分
●
G
テ
ー
マ
は
「
子
育
て
後
、

い
つ
か
働
き
た
い
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅱ
」。
講

師
は
日
本
キ
ャ
リ
ア
開
発
協
会
「
働

く
若
者
ネ
ッ
ト
相
談
事
業
」
事
業
部

長
の
石
川
佳
代
さ
ん
●
F
20
人
。
２

歳
児
以
上
の
保
育
あ
り
（
５
人
ま
で
。

要
予
約
）

●
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
講
座

A
１
月
24
日
貂
・
２
月
２
日
貅
・
14
日

貂
、
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
。
全

３
回
●
G
テ
ー
マ
は
「
へ
こ
む
あ
な

た
に
元
気
を
あ
げ
る
、
元
気
を
も
ら

う
」。
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
（
自
己
表
現
）
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
学
び
ま
す
。
講
師

は
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ナ
ー
の
浅

野
雅
子
さ
ん
、
ほ
っ
と
越
谷
相
談
員

●
F
全
日
程
参
加
で
き
る
子
育
て
中

の
女
性
20
人
。
保
育
あ
り
（
要
予
約
）

●
女
性
の
た
め
の
シ
ネ
マ
＆
ト
ー
ク

A
１
月
13
日
貊
、
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
●
G
テ
ー
マ
は
「
ビ
デ
オ
に
み

る
女
の
生
涯
パ
ー
ト
衙
・
母
と
娘
の

絆き
ず
な
―
上
海
家
族
」。
講
師
は
シ
ネ
マ
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
小
野
由
理
さ
ん
●

F
女
性
20
人

●
女
性
の
健
康
講
座
・
ミ
ニ
ト
ー
ク

A
１
月
18
日
貉
、
午
後
２
時
〜
３
時

●
G
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
。
講
師
は

埼
玉
県
立
大
学
保
健
医
療
福
祉
学
部

助
手
の
柳
瀬
真
澄
さ
ん
●
F
女
性
30

人
（
お
子
さ
ん
の
同
席
可
）

●
男
女
共
同
参
画
基
礎
セ
ミ
ナ
ー

A
１
月
27
日
貊
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
●
G
テ
ー
マ
は
「
男
女
共

同
参
画
っ
て
な
に
？
自
分
ら
し
く
生

き
る
」
●
F
20
人

講
座
の
ご
案
内

講
座
の
ご
案
内 

講
座
の
ご
案
内

講
座
の
ご
案
内 

講
座
の
ご
案
内 

男
女
共
同
参
画

男
女
共
同
参
画 

　
支
援
セ
ン
タ
ー
の

　
支
援
セ
ン
タ
ー
の 

男
女
共
同
参
画 

　
支
援
セ
ン
タ
ー
の 

劇場

・講演「高齢者と介護について」
講師は評論家の樋口恵子さん
手話通訳あり
・合唱（越谷市民合唱団よしき
り、せんげん台児童合唱団）
・パフォーマンス（越谷南高校
応援・チアリーダー部）
・ハッポちゃん体操実演
１階ロビー
・介護保険に関するパネル展示
・介護サービス利用者の作品展
示

〈問合せ〉 介護保険課
蕁９６３―９１６８

手話通訳あり

2/4（土）、13：00～16：00 
中央市民会館で開催 

入場 
無料 

介護フェスタ 介護フェスタ 

　市内小・中学校19校に通う特
殊学級の児童・生徒の作品（絵画､
工作、書道作品、粘土細工、版画カ
レンダーほか）を展示します。  
〈開催日時〉★１月26日貅～31日貂、
9：30～16：30（31日は15：30まで） 
〈会場〉★中央市民会館市民ギャ
　　　　　ラリー 
〈問合せ〉★教育相談所 
　　　　　 蕁966―6833

第15回市内合同作品展 

わ 
く わ 

く ア ー ト 
展 
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保健センター 
蕷343-0022
東大沢1-12-1

　978-3511

● 

対
象
は
市
内
に
住
所
を
有
す
る

方
。
特
に
記
載
が
な
い
場
合
の
会

場
・
問
合
せ
は
保
健
セ
ン
タ
ー
。
◎

印
は
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
の
予

約
・
申
込
み
が
必
要
で
す（
電
話
可
）。

健
診
・
相
談

◎
歯
科
健
診
・
相
談

A
１
月
25
日
貉
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
■
D
け
や
き
荘
■
G
歯
科
健

診
・
相
談
。
治
療
は
行
い
ま
せ
ん
■

F
60
歳
以
上
の
方
20
人
■
H
無
料

の相談コーナー 
越谷市薬剤師会 

蜴１月の相談日 

17日貂 
午後１時～３時 

蜴保健センター２階 

教
室
・
講
座

●
赤
ち
ゃ
ん
広
場

A
１
月
11
日
貉
・
２
月
８
日
貉
、
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
■
G
保
護

者
同
士
の
情
報
交
換
と
赤
ち
ゃ
ん
の

体
重
測
定
■
F
０
歳
児
と
そ
の
保
護

●
サ
ン
シ
テ
ィ
献
血
ル
ー
ム
（
蕁
０

１
２
０
＝
１
３
７
＝
３
９
７
）
で
は
、

毎
日
献
血
が
で
き
ま
す
。
全
血
は
午

前
10
時
〜
午
後
１
時
、
午
後
２
時
〜

５
時
30
分
。
成
分
献
血
は
午
前
10
時

〜
午
後
０
時
30
分
、
午
後
２
時
〜
４

時
30
分
で
す
。

者
■
H
無
料
■
E
直
接
会
場
へ

◎
離
乳
食
完
了
期
教
室

A
１
月
23
日
豺
、
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
45
分
■
G
講
話
と
試
食
、
相
談
、

計
測
、
ビ
デ
オ
の
上
映
■
C
母
子
健

康
手
帳
、
筆
記
用
具
■
F
１
歳
〜
１

歳
３
カ
月
児
と
保
護
者
20
組
■
H
無

料
■
E
１
月
６
日
貊
か
ら

◎
禁
煙
講
座

A
１
月
28
日
貍
、
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
■
D
中
央
市
民
会
館
第
８
会
議

室
■
G
医
師
講
話
、
禁
煙
成
功
者
の

体
験
談
等
。
禁
煙
希
望
者
に
は
講
座

後
も
禁
煙
支
援
を
行
い
ま
す
■
F
禁

煙
に
関
心
の
あ
る
方
30
人
■
H
無
料

す
る
も
の
で
す
。

寒
い
時
期
は
、
献
血
者
が
減
少

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
献

血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
冬
の
食
中
毒
に
ご
注
意
く
だ
さ

い食
中
毒
は
冬
場
に
も
発
生
し
ま

す
。
生
カ
キ
な
ど
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
食
中
毒
や
季
節
を
問
わ

ず
発
生
す
る
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー

に
よ
る
食
中
毒
な
ど
で
す
。
中
で

も
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
に
よ
る
食

中
毒
は
、
平
成
15
年
・
16
年
と
ノ

●
平
成
１８
年
「
は
た
ち
の
献
血
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

１
月
１
日
〜
２
月
28
日
の
２
カ

月
間
、「
は
た
ち
の
献
血
」
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

新
た
に
成
人
式
を
迎
え
る
「
は
た

ち
」
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、
広
く

献
血
に
対
す
る
ご
協
力
を
お
願
い

越
谷
保
健
所
か
ら
の

越
谷
保
健
所
か
ら
の 

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ 

蕁
9
6
4

9
6
4
＝
1
2
6
6

1
2
6
6

越
谷
保
健
所
か
ら
の 

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ 

蕁
9
6
4
＝
1
2
6
6

事前に各医療機関に電話連絡 
のうえ、受診してください 

休日当番医 

蜴十全病院蕁964-7377 
　赤山町５-１０-１８／内・外・整 
蜴越谷市立病院蕁965-2221 
　東越谷１０-４７-１／内・小・外
　・脳外・産 
蜷かみむら歯科医院 
　蕁988-1182 
　相模町２-２２６-４／歯・小 
蜷前原歯科医院蕁990-6088 
　南越谷４-１６-９／歯 
 
 
蜴越谷誠和病院蕁966-2711 
　谷中町４-２５-５／内・外 
蜴越谷北病院蕁979-2000 
　千間台西２-４-６／内・外 
蜷井上歯科医院蕁986-1631 
　大成町２-３２-１／歯 
蜷間瀬歯科医院蕁985-7231 
　南越谷５-２-２０／歯・小・矯 
 
 
蜴十全病院蕁964-7377 
　赤山町５-１０-１８／内・外・整 
蜴慶和病院蕁978-0033 
　千間台西２-１２-８／内・外 
蜷藤井歯科医院蕁985-2567 
　大成町７-２７４-４／歯・小 
蜷渡辺歯科医院蕁986-9148 
　南越谷４-１９-１２／歯 
 
 
蜴駅ビル医院せんげん台 
　蕁978-1113 
　千間台西１-６７駅ビル５Ｆ／内
　・小・皮 
蜴わかば眼科蕁970-1658 
　大沢３-６-１（パルテきたこし３０４）
　／眼 
蜷吉武歯科医院蕁985-7380 
　南越谷４-１３-３／歯 

　休日当番医は祝日と年末年始のみ
の実施です。埼玉県救急医療情報セ
ンター（蕁０４８－８２４－４１９９）では、
医療機関（歯科を除く）を２４時間ご
案内しています。 

１月１日 

１月２日 

１月３日 

１月９日 

ロ
ウ
イ
ル
ス
や
サ
ル
モ
ネ
ラ
を
大

き
く
上
回
り
、
発
生
件
数
が
い
ち

ば
ん
多
く
、
現
在
最
も
注
意
が
必

要
な
食
中
毒
菌
で
す
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
も
カ
ン
ピ
ロ
バ

ク
タ
ー
も
食
品
を
十
分
加
熱
す
れ

ば
死
滅
し
ま
す
。
ま
た
、
手
や
指
、

調
理
器
具
を
介
し
て
食
品
が
汚
染

さ
れ
る
事
が
あ
る
の
で
、
手
洗
い

の
励
行
や
熱
湯
、
煮
沸
、
塩
素
剤

（
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
等
に

よ
る
調
理
器
具
の
洗
浄
消
毒
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

消費生活センター 
蕷343-8501
越ヶ谷4-1-1

　965-8886

● 

●
こ
し
が
や
市
民
法
律
教
室
（
１
月

実
施
分
）
受
講
者
の
追
加
募
集

A
１
月
14
日
貍
、
午
後
２
時
〜
４
時

■
D
中
央
市
民
会
館
第
16
〜
18
会
議

室
■
G
テ
ー
マ
は
「
近
隣
問
題
と
法

〜
お
隣
と
仲
良
く
や
っ
て
い
ま
す

か
」。
講
師
は
弁
護
士
の
志
村
信
太
郎

さ
ん
■
F
20
人
程
度
■
H
無
料
■
E

電
話
で
市
民
生
活
課
蕁
９
６
３
＝
９

１
５
６
へ

●
消
費
生
活
講
座

A
１
月
25
日
貉
、
午
後
７
時
〜
８
時

30
分
■
D
中
央
市
民
会
館
第
16
〜
18

会
議
室
■
G
テ
ー
マ
は
「
団
塊
世
代

の
財
産
管
理
〜
豊
か
な
老
後
を
送
る

た
め
に
」。
講
師
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
伊
田
賢
一
さ
ん
■

F
60
人
■
H
無
料
■
E
電
話
で
市
民

生
活
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
５
６
へ

●
米
消
費
拡
大
推
進
事
業
〜
講
話
受

講
者
・
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
員
募
集

A
１
月
27
日
貊
、
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
■
D
中
央
市
民
会
館
第

17
・
18
会
議
室
■
G
テ
ー
マ
は
「
無

洗
米
に
つ
い
て
」。
講
師
は
譁
東
洋
精

米
機
製
作
所
Ｂ
Ｇ
無
洗
米
相
談
室
の

持
田
敏
子
さ
ん
。
講
話
終
了
後
、
ラ

イ
ス
･
ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
の

出
場
グ
ル
ー
プ
が
調
理
し
た
米
料
理

を
試
食
し
、
審
査
し
て
い
た
だ
き
ま

す
■
F
市
内
在
住
の
方
35
人
（
申
込

み
順
）
■
H
無
料
■
E
電
話
で
市
民

生
活
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
５
６
へ

●
消
費
生
活
相
談
事
例
「
地
上
テ
レ

ビ
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
便
乗
し

た
悪
質
商
法
に
ご
注
意
を
」

▽
相
談
事
例
…
自
宅
に
「
デ
ジ
タ
ル

放
送
接
続
料
金
請
求
書
」
と
書
か
れ

た
書
面
が
送
ら
れ
て
き
た
。
請
求
書

に
は
、
国
や
地
方
自
治
体
名
で
「
Ｕ
Ｈ

Ｆ
ア
ン
テ
ナ
受
信
端
末
切
り
替
え
工

事
が
始
ま
り
、
そ
の
工
事
代
金
の
一

部
を
日
本
に
居
住
す
る
す
べ
て
の
方

が
負
担
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
書
い

て
あ
る
。
支
払
う
必
要
は
あ
る
の
か
。

▽
ア
ド
バ
イ
ス
…
事
例
の
よ
う
な
請

求
書
は
地
上
デ
ジ
タ
ル
化
に
便
乗
し

た
架
空
請
求
と
言
え
ま
す
。
そ
の
た

め
、
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
記
載
さ
れ
て
い
る
連
絡
先
に

不
用
意
に
連
絡
す
る
こ
と
は
や
め
ま

し
ょ
う
。
２
０
１
１
年
に
地
上
テ
レ

ビ
放
送
は
完
全
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
る

予
定
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
な
る

と
、
今
ま
で
の
ア
ナ
ロ
グ
用
テ
レ
ビ

で
は
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

が
、
ア
ン
テ
ナ
や
チ
ュ
ー
ナ
ー
な
ど

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を
受
信

す
る
た
め
の
設
備
を
整
え
れ
ば
、
視

聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
な
ど
の
公
的
機
関
ま
た
は
行
政

か
ら
委
託
さ
れ
て
い
る
業
者
を
装
い
、

購
入
を
迫
る
業
者
な
ど
に
は
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
公
的
機
関
が
各
家
庭
を

訪
問
し
、
こ
れ
ら
の
金
銭
の
負
担
を

お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

平
成
16
年
12
月
の
屋
外
広
告
物
法

の
改
正
に
よ
り
、
道
路
上
等
に
設
置

さ
れ
た
広
告
旗
は
、
は
り
紙
・
は
り

札
・
立
看
板
と
同
様
に
簡
易
除
却
の

対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
違
法
な
屋
外

広
告
物
を
撤
去
し
ま
す
。
な
お
、
自

己
の
敷
地
内
等
に
広
告
旗
を
設
置
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
屋
外
広
告
物

許
可
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す

（
た
だ
し
、
自
家
広
告
物
の
場
合
で
路

上
に
出
な
い
状
態
で
表
示
面
積
２
平

方
誡
以
下
・
高
さ
３
誡
以
下
の
場
合

は
除
く
）。

B
建
築
住
宅
課
蕁
９
６
３
＝
９
２
３

５
国
・
県
・
市
町
村
の
税
務
職
員
を

か
た
り
、
税
金
を
還
付
す
る
た
め
と

称
し
て
、
家
族
の
勤
務
先
や
電
話
番

号
等
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
事
例
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
通
常
、
税
金
の

還
付
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
提
出
さ

れ
た
書
類
等
に
基
づ
き
行
い
ま
す
の

で
、
あ
ら
た
め
て
勤
務
先
等
を
照
会

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
な
電
話
が
あ
っ
た
と
き
は
、
即
答

し
な
い
で
一
度
電
話
を
切
り
、
税
務

署
や
県
税
事
務
所
、
市
町
村
の
担
当

課
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

B
越
谷
税
務
署
蕁
９
６
５
＝
８
１
１

１
、
越
谷
県
税
事
務
所
蕁
９
６
２
＝

２
１
９
１
、
市
役
所
市
民
税
課
・
資

産
税
課
・
納
税
課
・
国
民
健
康
保
険

課
蕁
９
６
４
＝
２
１
１
１
（
代
表
）

違
反
屋
外
広
告
物
（
広
告

旗
）
は
撤
去
し
ま
す

違
反
屋
外
広
告
物
（
広
告

旗
）
は
撤
去
し
ま
す

違
反
屋
外
広
告
物
（
広
告

旗
）
は
撤
去
し
ま
す

違
反
屋
外
広
告
物
（
広
告

旗
）
は
撤
去
し
ま
す

違
反
屋
外
広
告
物
（
広
告

旗
）
は
撤
去
し
ま
す

違
反
屋
外
広
告
物
（
広
告

旗
）
は
撤
去
し
ま
す

違
反
屋
外
広
告
物
（
広
告

旗
）
は
撤
去
し
ま
す

違
反
屋
外
広
告
物
（
広
告

旗
）
は
撤
去
し
ま
す

違
反
屋
外
広
告
物
（
広
告

旗
）
は
撤
去
し
ま
す

違
反
屋
外
広
告
物
（
広
告

旗
）
は
撤
去
し
ま
す

違
反
屋
外
広
告
物
（
広
告

旗
）
は
撤
去
し
ま
す

違
反
屋
外
広
告
物
（
広
告

旗
）
は
撤
去
し
ま
す

違
反
屋
外
広
告
物
（
広
告

旗
）
は
撤
去
し
ま
す

違
反
屋
外
広
告
物
（
広
告

旗
）
は
撤
去
し
ま
す

違
反
屋
外
広
告
物
（
広
告

旗
）
は
撤
去
し
ま
す

違
反
屋
外
広
告
物
（
広
告

旗
）
は
撤
去
し
ま
す

違
反
屋
外
広
告
物
（
広
告

旗
）
は
撤
去
し
ま
す

不
審
な
電
話
・
に
せ
税
務

職
員
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

不
審
な
電
話
・
に
せ
税
務

職
員
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

不
審
な
電
話
・
に
せ
税
務

職
員
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

不
審
な
電
話
・
に
せ
税
務

職
員
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

不
審
な
電
話
・
に
せ
税
務

職
員
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

不
審
な
電
話
・
に
せ
税
務

職
員
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

不
審
な
電
話
・
に
せ
税
務

職
員
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

不
審
な
電
話
・
に
せ
税
務

職
員
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

不
審
な
電
話
・
に
せ
税
務

職
員
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

不
審
な
電
話
・
に
せ
税
務

職
員
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

不
審
な
電
話
・
に
せ
税
務

職
員
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

不
審
な
電
話
・
に
せ
税
務

職
員
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

不
審
な
電
話
・
に
せ
税
務

職
員
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

不
審
な
電
話
・
に
せ
税
務

職
員
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

不
審
な
電
話
・
に
せ
税
務

職
員
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

不
審
な
電
話
・
に
せ
税
務

職
員
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

不
審
な
電
話
・
に
せ
税
務

職
員
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

予防接種法施行令の一部改正に
より、４月１日から下表のとおり、
麻しんおよび風しんの予防接種の
制度が変わります。すでに現行制
度で予防接種を受けた方は、対象
になりません。１歳～７歳６カ月
未満のお子さんで麻しんおよび風
しんの予防接種を受けていない方
は、３月３１日までに接種してく
ださい。

J保健センター蕁９７８－３５１１

１歳～２歳未満 

５歳～７歳未満で小学校 
入学前の１年間 

麻しん風しん 
混合ワクチン 

予防接種名 

第１期１回 

第２期１回 

接種回数 対象年齢 

４月１日貍から ４月１日貍から 

麻しんおよび風しん予防接種の 
制度が変更になります 

麻しんおよび風しん予防接種の 
制度が変更になります 
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

越
谷
市
医
師
会
は
常
に
市
民
の

方
々
の
健
康
と
生
命
を
守
る
と
い

う
重
大
な
責
任
を
再
確
認
し
な
が

ら
「
生
涯
を
通
じ
て
健
康
で
明
る

い
生
活
が
で
き
る
越
谷
市
」
を
作

る
一
員
と
し
て
、
市
民
の
皆
様
に

「
安
心
・
安
全
・
満
足
の
医
療
」

を
提
供
し
、
信
頼
さ
れ
敬
愛
さ
れ

る
医
師
会
と
な
る
よ
う
に
懸
命
の

努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
ど

う
か
皆
様
方
の
さ
ら
な
る
ご
協
力
、

ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
の
医
師
会
事
業

に
つ
い
て
市
民
の
皆
様
と
関
係
が

あ
る
変
更
点
に
つ
き
述
べ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
が
ん
検

410

検
診
事
業
に
つ
い
て 

越谷市医師会 
会　長 

市川　純二 

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ

ク
ル
の
推
進
を
図
る
た
め
、
４
月
か

ら
新
た
な
資
源
物
と
し
て
「
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
」「
白
色
ト
レ
イ
」「
古
紙
類
」

「
雑
紙

ざ
つ
が
み

」「
紙
パ
ッ
ク
」「
缶
類
」「
び

ん
類
」
の
分
別
収
集
を
開
始
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
ご
み
の
収
集
回
数
が
、

燃
え
る
ご
み
は
週
２
回
、
燃
え
な
い

ご
み
・
危
険
ご
み
、
古
紙
類
な
ど
の

資
源
物
は
２
週
間
に
１
回
の
収
集
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
新
た
な
ご
み
の

分
け
方
や
出
し
方
を
説
明
し
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
（
環
境
資
源
課
・
出
張

所
・
地
区
セ
ン
タ
ー
で
お
配
り
し
て

い
ま
す
）
や
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
貸
し

出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
具
体
的
な
ご
み

の
分
け
方
や
出
し
方
、
収
集
日
な
ど

を
掲
載
し
た
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

を
２
月
〜
３
月
に
全
戸
配
布
す
る
予

定
で
す
。

平
成
16
年
度
は
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
で
家
庭
か
ら
出
る
燃
え
る
ご

み
の
量
を
約
２
０
０
０
誦
減
量
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
17

年
４
月
〜
11
月
の
家
庭
か
ら
出
る
燃

え
る
ご
み
の
量
は
、
16
年
度
の
同
時

期
に
比
べ
て
７
５
１
誦
、
約
１
・
５

謾
増
加
し
て
い
ま
す
。
１
人
１
日
当

た
り
24
誥
、
多
く
ご
み
を
出
し
て
い

ま
す
。
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
次
の

こ
と
を
心
が
け
、
ご
み
の
減
量
・
リ
サ

イ
ク
ル
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
長
く
使
え
る
も
の
、
包
装
が
簡
素

な
も
の
を
選
び
、
ご
み
を
出
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・
生
ご
み
は
き
ち
ん
と
水
を
絞
り
ま

し
ょ
う

・
新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
は
種
類

別
に
ひ
も
で
束
ね
、
燃
え
る
ご
み

と
分
け
て
古
紙
回
収
日
に
出
し
ま

て
き
た
の
は
、
触
診
で
触
れ
な
い

が
ん
が
３
謾
〜
４
謾
あ
る
か
ら
で

す
。
し
か
し
こ
れ
で
も
完
全
で
は

な
い
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
受
診
者
数
は
ま

だ
ま
だ
少
な
く
早
期
発
見
に
よ
る

治
療
率
の
向
上
を
目
指
す
た
め
に

は
検
診
日
数
を
増
や
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
ず
マ
ン
パ
ワ
ー
に
も

限
界
が
あ
り
、
昨
年
度
よ
り
施
設

検
診
（
医
療
機
関
）
も
併
用
し
て
い

ま
す
。
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
が
予
約

と
な
り
検
診
と
検
査
が
同
時
に
で

き
ず
ご
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
が

ご
理
解
を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
検
診
を
通
じ
少
し
で
も
市

民
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
た
ら
幸

い
に
存
じ
ま
す
。

消防署からのお知らせ
◆住宅防火モデル地区を指定します
平成１７年中、建物火災のうち住宅から発生した火災は約６

割を占め、建物火災による死者数の約９割は、住宅火災による

ものです。

これまでも住宅防火展、住宅防火診断など住宅防火対策を推

進してきましたが、さらに実効性の高い住宅防火対策を推進す

るため、自治会等を単位に住宅防火モデル地区として指定し、

住宅防火モデル事業を実施しています。

住宅防火モデル事業は、地域

における住宅防火対策をサポー

トするもので、防火・防災意識

の高揚を図るための各種広報、

防火講習会および住宅用防災機

器等の普及促進などを重点的に

実施します。住宅防火モデル地

区の指定の申し込みは、消防本

部予防課で行っています。

なお、１７年１１月１２日、

大袋地区内の梅園台自治会、と

きわ自治会、野合住宅自治会が

住宅防火モデル地区に指定され

ました。

J消防本部予防課蕁974－
0103

火災予防条例では、住宅
の関係者（所有者、管理者ま
たは占有者）と定められてい
ます。したがって、持ち家の
場合はその所有者が、アパー
トなどの賃貸住宅の場合は、
所有者と借受人が協議して設
置することとなります。
J消防本部予防課蕁974－
0103

住宅火災による被害を減ら
すため、新築住宅は平成１８年
６月１日から、既存住宅は２０
年６月１日から住宅用火災警
報器等の設置が必要になりま
す。

住宅用火災警報器 住宅用火災警報器 住宅用火災警報器 Q AQ AQ＆A

Ａ

Q 火災警報器は誰が 
取り付けるの？ 

診
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
胃
が

ん
・
大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
・
乳
が

ん
・
子
宮
が
ん
の
検
診
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
お
お
む
ね
例
年
ど
お

り
で
す
が
、
検
診
実
施
期
間
に
つ

き
ま
し
て
は
毎
年
11
月
に
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
が
ピ
ー
ク
を

む
か
え
る
こ
と
か
ら
検
診
業
務
や

日
常
診
療
に
影
響
が
出
る
た
め
、

実
施
期
間
の
前
倒
し
が
で
き
な
い

か
、
行
政
と
調
整
を
図
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
う
ち
の
乳
が
ん
に
つ

き
ま
し
て
は
、
昨
年
か
ら
30
歳
以

上
の
対
象
者
を
35
歳
以
上
に
あ
ら

た
め
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
視
触

診
併
用
検
診
で
２
年
に
一
度
の
受

診
で
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
が
重
要
視
さ
れ

ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方 

が
変
わ
り
ま
す 

平成１８年４月から 

し
ょ
う
。
ま
た
、
集
団
資
源
回
収

へ
の
ご
協
力
も
お
願
い
し
ま
す

事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
の
適
正
な

処
理
と
一
層
の
分
別
リ
サ
イ
ク
ル
を

お
願
い
し
ま
す
。

＊
事
業
系
ご
み
は
、
家
庭
ご
み
の
集

積
所
に
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

許
可
を
受
け
た
廃
棄
物
収
集
運
搬

業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い

B
環
境
資
源
課
蕁
９
６
３
＝
９
１
８

０

平
成
16
年
10
月
23
日
に
発
生
し

た
新
潟
県
中
越
地
震
は
震
度
７
を

記
録
し
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
ま
た
、
南
関
東
地
域

に
お
い
て
は
、
東
海
地
震
や
南
関

東
直
下
型
地
震
等
の
発
生
に
つ
い

て
、
切
迫
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
市
で
は
、
桜
井
地
区

の
連
合
自
治
会
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
協
議
会
と
の
共
催
に
よ
り
、

災
害
時
に
市
民
が
実
際
に
避
難
し

た
場
合
を
想
定
し
た
、
よ
り
実
践

的
な
合
同
の
総
合
防
災
訓
練
を
実

施
し
ま
す
。

こ
の
訓
練
で
は
、
避
難
所
が
開

設
さ
れ
た
こ
と
を
想
定
し
、
現
地

災
害
対
策
本
部
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
応
急
医
療
訓
練
お
よ
び
救

急
搬
送
訓
練
、
埼
玉
県
防
災
航
空

隊
に
よ
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
っ

た
被
害
状
況
調
査
と
救
出
救
助
訓

練
、
越
谷
市
消
防
団
桜
井
分
団
員

に
よ
る
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
な
ど
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
体
験

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
震
度
体
験
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
当
日
は

午
前
９
時
ご
ろ
、
桜
井
地
区
内
に

総
合
防
災
訓
練
の
お
知
ら
せ
を
防

災
行
政
無
線
で
放
送
し
ま
す
。

B
交
通
防
災
課
蕁
９
６
３
＝
９
１

８
５

１９８５年～１９９２年

製のナショナル石油暖房

機（ＦＦ式）は排気ガス

が室内にもれ出し、場合

によっては死亡事故に至

るおそれがあります。詳

しくは下記へお問い合わ

せください。

B松下電器産業譁リビン

グサポートシステム事業

部蕁０１２０－８７２－７

７３

危険です 危険です 

越
谷
市
・
桜
井
地
区
合
同

越
谷
市
・
桜
井
地
区
合
同 

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す 

越
谷
市
・
桜
井
地
区
合
同

越
谷
市
・
桜
井
地
区
合
同 

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す 

越
谷
市
・
桜
井
地
区
合
同 

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す 

〈
日
　
時
〉 

１
月
２９
日
豸 

午
前
９
時
〜
正
午 

（
桜
井
小
学
校
は 

９
時
〜
９
時
３０
分
） 

〈
日
　
時
〉 

１
月
２９
日
豸 

午
前
９
時
〜
正
午 

（
桜
井
小
学
校
は 

９
時
〜
９
時
３０
分
） 

〈
会
　
場
〉 

越
谷
北
高
校
お
よ
び 

桜
井
小
学
校 

〈
会
　
場
〉 

越
谷
北
高
校
お
よ
び 

桜
井
小
学
校 

ご
み
減
量
に
ご
協
力
を

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

昨年の総合防災訓練
（大沢地区）

昨年の総合防災訓練
（大沢地区）

昨年の総合防災訓練
（大沢地区）

昨年の総合防災訓練
（大沢地区）

昨年の総合防災訓練
（大沢地区）

昨年の総合防災訓練
（大沢地区）

昨年の総合防災訓練
（大沢地区）

昨年の総合防災訓練
（大沢地区）

昨年の総合防災訓練
（大沢地区）

昨年の総合防災訓練
（大沢地区）

昨年の総合防災訓練
（大沢地区）

昨年の総合防災訓練
（大沢地区）

昨年の総合防災訓練
（大沢地区）

昨年の総合防災訓練
（大沢地区）

昨年の総合防災訓練
（大沢地区）

昨年の総合防災訓練
（大沢地区）

昨年の総合防災訓練
（大沢地区）
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い
ず
れ
の
講
座
も
申
往
復
は
が
き

に
講
座
名
・
実
施
日
・
住
所
・
親
子

の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
子
ど
も
の

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
１
月

14
日
貍
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
子
育

て
サ
ロ
ン
へ
。
１
人
１
講
座
の
み
で

市
内
在
住
の
方
。
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
せ
ん
。
結
果
は
必
ず
ご
連
絡
し

ま
す
。

I…日時・期間 L…会場 O…内容 N…対象・定員 P…参加費・入場料 K…持ち物 M…申込み J…問合せ　子育て電話相談は蕁960-5600（毎週水曜日、午前10時～午後3時）

＊
１
月
の
休
館
日
…
１
日
豢
〜
３

■
日
貂
･
10
日
貂
･
16
日
豺
･
23
日

■
豺
･
30
日
豺

申

八
潮
市

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
★
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
コ
ン
サ
ー
ト

A
１
月
22
日
豸
、
午
後
１
時
30
分

開
演
■
D
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
■

H
大
人
７
０
０
円
、
中
学
生
以
下

の
方
４
０
０
円
（
全
席
自
由
）
■

E
B
八
潮
メ
セ
ナ
蕁
９
９
８
＝
２

５
０
０

吉
川
市

第
１１
回
吉
川
な
ま
ず
の
里
マ
ラ

ソ
ン

A
４
月
２
日
豸
■
D
吉
川
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
お
あ
し
す
集
合
■
G

F
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
・
10
誅
・
５
誅

（
一
般
）、
３
誅
（
中
学
生
）、
２
誅

（
小
学
生
・
親
子
・
車
い
す
の
方
）
■

H
一
般
３
０
０
０
円
、
高
校
生
２

０
０
０
円
、
小
・
中
学
生
５
０
０
円
、

親
子
２
５
０
０
円
（
１
人
増
す
ご

と
に
５
０
０
円
加
算
）、
車
い
す
の

方
１
０
０
０
円
■
E
２
月
15
日
貉

（
消
印
有
効
）
ま
で
■
B
吉
川
市
総

合
体
育
館
蕁
９
８
２
＝
６
８
０
０

三
郷
市

土
曜
の
午
後
の
コ
ン
サ
ー
ト
★

榎
本
亮
子
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ

イ
タ
ル

A
２
月
18
日
貍
、
午
後
２
時
開
演

■
D
三
郷
市
文
化
会
館
（
三
郷
駅

下
車
徒
歩
13
分
）
■
G
フ
ラ
ン
ク

「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
た
め

の
ソ
ナ
タ
」
ほ
か
■
H
大
人
１
２

０
０
円
、
高
校
生
以
下
の
方
８
０

０
円
（
全
席
自
由
）
■
E
B
三
郷

市
文
化
会
館
蕁
９
５
８
＝
９
９
０

０草
加
市

バ
レ
ン
タ
イ
ン
ハ
ー
ト
せ
ん
べ

い
手
焼
き

A
２
月
２
日
貅
〜
14
日
貂
■
D
草

加
市
文
化
会
館
（
松
原
団
地
駅
東

口
下
車
徒
歩
５
分
）
■
G
ハ
ー
ト

形
の
せ
ん
べ
い
生
地
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
や
絵
を
描
き
、
手
焼
き
し
ま
す

■
H
５
０
０
円
■
E
B
伝
統
産
業

展
示
室
蕁
９
３
１
＝
１
９
７
０

松
伏
町

ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団
ヨ
ハ
ン
・

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

A
１
月
15
日
豸
、
午
後
４
時
開
演

■
D
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
■

G
美
し
き
青
き
ド
ナ
ウ
ほ
か
■
H

大
人
４
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下

の
方
２
０
０
０
円
（
全
席
指
定
）

■
E
B
譛
松
伏
町
ふ
る
さ
と
文
化

財
団
蕁
９
９
２
＝
１
０
０
１

育
室
■
G
英
語
の
歌
、
体
操
、
か
ん

た
ん
工
作
等
■
F
２
歳
〜
３
歳
の
お

子
さ
ん
と
保
護
者
10
組
■
H
１
０
０

円
■
▽
ワ
ン
コ
の
メ
モ
ク
リ
ッ
プ
…

A
２
月
９
日
貅
■
D
子
育
て
サ
ロ
ン

■
G
洗
濯
ば
さ
み
を
使
っ
た
マ
マ
の

手
芸
講
座
■
F
０
歳
〜
４
歳
の
お
子

さ
ん
が
い
る
保
護
者
10
組
■
▽
親
子

で
楽
し
む
！
…
A
２
月
10
日
貊
■
D

花
田
学
童
保
育
室
■
G
リ
ズ
ム
体
操
、

わ
ら
べ
う
た
で
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
、

親
子
工
作
等
■
F
２
歳
〜
３
歳
の
お

子
さ
ん
と
保
護
者
10
組
■
H
50
円
■

▽
英
語
で
遊
ぼ
うW

interW
onder

land

…
A
２
月
16
日
貅
■
D
子
育
て

サ
ロ
ン
■
G
英
語
の
ダ
ン
ス
、

「snow
m
an

」
を
作
る
等
■
F
２
歳
〜

４
歳
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
10
組
■

H
１
０
０
円
■
▽
新
聞
紙
で
あ
そ
ぼ

う
…
A
２
月
17
日
貊
■
D
花
田
学
童

保
育
室
■
G
わ
ら
べ
う
た
、
新
聞
紙

で
あ
そ
ぶ
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
等

■
F
１
歳
〜
１
歳
６
カ
月
未
満
の
お

子
さ
ん
と
保
護
者
10
組
■
▽
赤
ち
ゃ

ん
と
リ
ト
ミ
ッ
ク
…
A
２
月
23
日
貅

■
D
子
育
て
サ
ロ
ン
■
G
リ
ト
ミ
ッ

ク
で
親
子
遊
び
、
お
は
な
し
■
F
１

歳
６
カ
月
〜
２
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者
10
組

地
域
子
育
て 

支
援
セ
ン
タ
ー
の 

子
育
て
講
座 

地
域
子
育
て 

支
援
セ
ン
タ
ー
の 

子
育
て
講
座 

A
D
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
11
時

30
分
■
▽
蒲
生
地
区
セ
ン
タ
ー
…

１
月
12
日
貅
■
▽
桜
井
地
区
セ
ン

タ
ー
…
27
日
貊
。
■
G
子
育
て
に

つ
い
て
不
安
な
こ
と
や
困
っ
て
い

る
こ
と
、
お
子
さ
ん
の
発
育
や
遊

び
方
な
ど
を
気
軽
に
話
し
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？
■
F
各
５
組
（
先

着
順
）
■
E
当
日
直
接
会
場
へ

B
児
童
福
祉
課
蕁
９
６
３
＝
９
１

６
５

●
親
子
講
座

▽
わ
く
わ
く
ひ
ろ
ば
…
A
２
月
18
日

貍
、
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分
■
D
花
田
学
童
保
育
室
■
G
親
子

で
楽
し
め
る
催
し
も
の
を
行
い
ま
す

■
F
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

10
組
■
▽
乳
幼
児
の
子
育
て
を
楽
し

も
う
…
A
２
月
18
日
貍
、
午
後
1
時

30
分
〜
３
時
30
分
■
D
子
育
て
サ
ロ

ン
■
G
乳
幼
児
の
発
達
の
特
色
・
親

子
の
か
か
わ
り
方
な
ど
楽
し
い
お
話

が
聞
け
ま
す
■
F
就
学
前
の
お
子
さ

ん
と
両
親
５
組

●
子
育
て
講
座

A
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分
■
▽
赤
ち
ゃ
ん
と
あ
そ
ぼ
う
…

A
２
月
２
日
貅
■
D
子
育
て
サ
ロ
ン

■
G
赤
ち
ゃ
ん
体
操
、
か
ん
た
ん
工

作
、
ふ
れ
あ
い
遊
び
等
■
F
６
カ
月

〜
１
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

10
組
■
H
50
円
■
▽
え
い
ご
でFU

N

…
A
２
月
３
日
貊
■
D
花
田
学
童
保

●
親
子
講
座

●
子
育
て
講
座

い
ず
れ
の
講
座
も
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
せ
ん
。
結
果
は
必
ず
ご
連
絡

し
ま
す
。

☆
す
く
す
く
の
子
育
て
講
座

A
１
月
21
日
貍
、
午
前
10
時
〜
11
時

■
D
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
す

く
す
く
■
G
テ
ー
マ
は
「
知
っ
て

る
？
保
育
園
以
外
の
地
域
の
保
育
サ

ー
ビ
ス
」
■
F
就
学
前
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者
20
組
■
H
無
料
■
E
１
月

10
日
貂
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
往
復

は
が
き
に
住
所
・
親
子
の
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
・
お
子
さ
ん
の
年
齢
・
電

話
番
号
を
記
入
し
左
記
へ

B
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
す
く

す
く
（
蕷
343
＝
０
８
５
１
七
左
町
１

の
３
４
７
南
越
谷
保
育
園
内
）
蕁
９

９
０
＝
５
０
０
３

☆
お
ひ
さ
ま
の
子
の
子
育
て
講
座

A
１
月
28
日
貍
、
午
前
10
時
〜
11
時

■
D
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
お

ひ
さ
ま
の
子
■
G
親
子
製
作
「
こ
ん

な
の
で
き
た
よ
」
■
F
２
歳
〜
就
学

前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
20
組
■
H

50
円
■
E
１
月
23
日
豺
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
に
住
所
・
親
子

の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
お
子
さ
ん
の

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
左
記
へ

B
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
お
ひ

さ
ま
の
子
（
蕷
343
＝
０
０
２
３
東
越

谷
８
の
１
８
０
増
林
保
育
所
内
）
蕁

９
６
０
＝
５
８
０
０

県
道
越
谷
八
潮
線 

花田第三公園 

花田第四公園 

● 

● 

● 
花田苑 

花
田
小 

花
田
学
童
保
育
室 

★ 

開　催　日 
火・水・金・土・日曜日 
水・木・金曜日 
毎週火曜日 
毎週水曜日 
毎月第１土曜日 
毎月第３火曜日 
毎月第１火曜日 

内　　容 
 

子育てサロン 
 
 
父親サロン 
※マタニティサロン 
※孫育てサロン 

会　　場 

子育てサロン 
 
花田学童保育室（5日・12日はお休み） 
男女共同参画支援センター 
 
子育てサロン 

各種サロン開催日 

＊　　は１０：３０～１２：００、そのほかは１３：３０～１５：００ 
＊いずれも定員１０組（※印は１０人） 

★市内在住で、平成１８年４月に高校や大学等に入学予定
のお子さんをお持ちの保護者で、入学資金にお困りの方に
入学準備金をお貸しします。なお、合格発表前でも申請で
きます（所得制限等があります）。

〈貸付額〉★高校等…５０万円以内、大学等…８０万円以内
＊返済は卒業後６カ月据え置き、５年以内の年賦または半年賦。
★無利子
〈提出書類〉★貸付申請書、家庭調書、在学または出身校の推薦書、
課税証明書（１７年度）、申請人の世帯全員および連帯保証人の住
民票の写し。なお、指定用紙は教育委員会学校課（第二庁舎４階）
でお配りしています。
＊連帯保証人は、市内に１年以上居住し、独立して生計を営む方
★１人
〈申込み〉★１月１０日貂～３０日豺に、直接教育委員会学校課へ。
審査会で所得等を審査し決定しますので、お貸しできない場合も
あります。詳しくは下記へお問い合わせください。
B教育委員会学校課蕁９６３－９２８１

地
区
セ
ン
タ
ー
で
開
催

地
域
子
育
て
相
談

子育て講座

入学準備金をお貸しします

子
育
て
サ
ロ
ン
で
は
、
講
座

の
ほ
か
各
種
サ
ロ
ン
を
開
催
し

て
い
ま
す
（
下
表
の
と
お
り
）。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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CHILD CORNER

こども 　　　 コーナー こども 　　　 コーナー 

恩間第五子ども会 

土田　優希さん 

蒲生小学校 

５年 

三森　優希さん 

２年 

中村　郁哉さん 

こども 
ニュース 

す こ や か さ ん  
こんにちは 

問広報広聴課広報担当 
蕁963-9117

す こ や か さ ん  

ふみや 

ゆうき 「なかよしランドのせん水かん」 
中村　郁哉 

６年 

田中　史奈さん 
ふみな 

ゆうき 

あつまれ 

子ども会 

あつまれ 

子ども会 

 

▲岡崎 綜太ちゃん 

（H17.3.8 平方） 

おかざき そ う た  
 

▲片桐芽実ちゃん多笑ちゃん 

（H16.9.15、H16.9.15 西方） 

かたぎり め み た え 
 

▲石渡 一帆ちゃん 

（H17.3.23 花田） 

いしわたり かずほ 
 

▲石井 結乃ちゃん 

（H17.3.30 下間久里） 

い し い  ゆいの 
 

▲河口晴香ちゃん千夏ちゃん 

（H17.6.19、H15.8.8 北越谷） 

かわぐち はるか ちなつ 

＊この広報の12ページにもヒントがあるよ 

応募のしかた 

　１月15日（消印有効）までに

はがきに答え・住所・氏名（ふ

りがな）・性別・学校名・学年・

広報を読んだ感想などを書いて、

蕷343-8501越谷市役所「広報

こしがやこどもクイズ」係まで。

正解者の中から10人（抽せん）

のお友達に記念品をおくります。

当せん者の発表は、記念品の発

送をもってかえさせていただき

ます。 

応募できる人 

市内に住んでいる小・中学生 

 

 12月号（401回）のこたえ  

③（応募32通　正解32通） 

第402回もんだい 

今年の干支を漢字
で書くとどれにな

　るかな、番号で答えてね。 

 

　
私
は
、
公
共
施
設
の
公
民
館
で
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
調
べ
た
。 

　
私
は
、
ま
ず
始
め
に
階
段
を
調
べ

た
。
階
段
に
は
手
す
り
が
２
つ
付
い

て
い
て
、
背
の
低
い
人
で
も
手
す
り

を
使
っ
て
安
心
し
て
上
る
こ
と
が
で

き
る
。
入
り
口
に
も
階
段
は
あ
っ
た

け
れ
ど
、
ス
ロ
ー
プ
も
あ
り
、
車
イ

ス
の
人
や
足
に
ケ
ガ
し
て
い
る
人
で

も
苦
労
し
な
い
で
入
り
口
ま
で
行
く

こ
と
が
で
き
る
。 

　
次
に
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
調
べ
た
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
は
ボ
タ
ン
が
２
つ

付
い
て
い
る
か
ら
背
の
低
い
人
や
ボ

タ
ン
を
お
し
た
が
る
小
さ
い
子
で
も

簡
単
に
ボ
タ
ン
が
お
せ
る
。
ま
た
、 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
中
が
広
い
か
ら
大

き
な
荷
物
を
持
っ
て
い
る
人
や
車
イ

ス
の
人
で
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
っ

て
上
の
階
や
下
の
階
に
行
く
こ
と
も

で
き
る
。 

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
は
、
誰

に
で
も
簡
単
に
使
え
る
こ
と
が
大
切

だ
な
ぁ
と
思
っ
た
。 

　
こ
ん
な
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

を
公
共
施
設
だ
け
で
は
な
く
、
マ
ン

シ
ョ
ン
や
店
で
も
増
や
し
て
ほ
し
い

と
思
っ
た
。 

 

＊
次
回
は
大
相
模
小
で
す 

南
中
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

２
年
生
が
パ
ン
ト
マ
イ
ム
に
挑
戦 

表現することの楽しさを体感しました 

★
11
月
15
日
〜
12
月
６
日
、
南
中

で
、
プ
ロ
の
パ
ン
ト
マ
イ
マ
ー
に

よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ

れ
、
２
年
生
２
１
９
人
が
参
加
し

ま
し
た
。 

　
こ
の
事
業
は
、
ア
ー
ト
を
通
し

て
子
ど
も
た
ち
の
文
化
育
成
と
互

い
に
認
め
合
い
、
助
け
合
え
る
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。
最
終

日
の
12
月
６
日
は
、
23
人

で
構
成
し
た
選
抜
チ
ー
ム

が
「
学
校
で
の
あ
る
１
日
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を

発
表
し
ま
し
た
。 

　
発
表
を
終
え
た
生
徒
は

「
み
ん
な
で
ア
イ
デ
ア
を

出
し
な
が
ら
、
作
品
を
作

っ
て
発
表
で
き
た
こ
と
が

楽
し
か
っ
た
で
す
」
な
ど

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し

た
。 

公
民
館
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン 

田
中
　
史
奈 

私
た
ち
は
大
袋
地
区
子
ど
も
会
で
す 

土
田
　
優
希 

★
　
私
た
ち
の
恩
間
第
五
子
ど
も
会
は

27
人
で
、
仲
良
く
、
楽
し
く
活
動
し
て

い
ま
す
。 

　
今
年
一
番
楽
し
か
っ
た
行
事
は
、
８

月
に
行
っ
た
バ
ス
旅
行
で
す
。
行
っ
た

場
所
は
、
栃
木
県
の
益
子
と
い
う
所
で

す
。
そ
こ
で
、
湯
飲
み
茶
わ
ん
に
絵
付

け
を
し
ま
し
た
。
茶
色
と
青
の
絵
の
具

で
描
い
た
の
で
す
が
、
ど
ん
な
風
に
仕

上
が
る
か
不
安
で
し
た
。
１
カ
月
ほ
ど

た
っ
て
送
ら
れ
た
作
品
は
、
み
ん
な
上

手
で
使
う
の
が
も
っ
た
い
な
く
な
る
程

で
し
た
。 

　
11
月
は
、
自
治
会
の
人
た
ち
が
作
っ

て
く
だ
さ
っ
た
、
さ
つ
ま
い
も
を
み
ん

な
で
掘
り
ま
し
た
。
取
れ
た
て
を
そ
の

場
で
ふ
か
し
て
食
べ
ま
し
た
。 

　
12
月
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
あ
り
、

英
語
で
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。 

　
私
は
６
年
生
な
の
で
、
残
り
少
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く

活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

 

＊
次
回
は
荻
島
地
区
で
す 

大きなさつまいもが掘れました 

楽しかったバス旅行 

大袋地区 
子ども会 

① 戌 

② 亥 

③ 子 

え　と 



タウンビート 

大豆油インクを使用しています 

広報こしがやお知らせ版　平成18年（2006年）１月号　　12
各種相談（祝日・年末年始を除く） *相談はすべて無料です 

古紙配合率100％の再生紙を 
使用しています 

市民 
 
 
 
 
 
 
法律（予約制） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
税務 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
行政 
 
 
 
行政書士 
 
 
 
 
 
登記 
 
 
 
不動産 
 
 
 
消費生活 
 
 
 
女性 
 
 
 
 
 
人権 
 
 
人権 
 
 
労働・経営・内職 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
ワークプラザこしがや 
 
 
 
 
 
青少年 
 
 
 
教育 
 
 
 
家庭児童 

市 の 人 口  
平成17年12月１日現在 

人口 

世帯 

31万7487人 

12万5330世帯 

（前月比100人減） 

（前月比64世帯増） 

男 

女 

15万9195人 

15万8292人 

（前月比76人減） 

（前月比24人減） 

6：00～６：30、12：00～12：30 
16：00～16：30、19：00～19：30 
21：00～21：30

〈放送日〉 
■テレビ埼玉 
1月15日豸  9：30～10：00
1月16日豺 11：00～11：30

■テプコケーブルテレビ 

1月23日豺～29日豸 

テレビ広報番組 

問  広報広聴課蕁963－9117

＊番組は市ホームページ（アドレ
スは１面に掲載）から動画のま
ま見ることもできます 

……………………………………… 

〈1月放送分の主な内容〉 

・地区センター・公民館、

交流館の使用料の変更 

・特集「新春市長インタビ

ュー」 

・でこぼこ劇団（新方地区） 

皆さんの周りでお知らせしたい活動がありま
したら情報をお寄せください。 

一般…月曜～金曜日。午前９時～午後４時30分（正午～午後１時を除く）。
中央市民会館４階第１相談室。日常生活全般における相続、債権、債務、

離婚、賠償など法律上の問題を含む民事関係や市政に関することについて。／
交通事故…毎週月曜・木曜日、第1・3火曜日。午前９時～午後４時30分（正午～
午後１時を除く）。中央市民会館４階第1相談室。交通事故による補償問題や手
続きなどについて。事前にご連絡ください。問合せ／市民生活課蕁963-9156 
 

一般…毎週水曜日。午後１時20分～４時20分。中央市民会館４
階第２相談室。予約は前日の火曜日、午後１時（１月４日は当

日の午前９時）から電話で受け付け。定員８人。市民生活における法律上の諸
問題について、弁護士が相談に応じます。／夕刻…毎月第２火曜日、午後４時
～７時。中央市民会館４階第３相談室。予約は当日の午前９時から電話で受け
付け。定員６人。市民生活における法律上の諸問題について、弁護士が相談に
応じます。／交通事故…毎月第３火曜日。午後１時20分～４時20分。中央市民
会館４階第２相談室。予約は当日の午前９時から電話で受け付け。定員８人。
交通事故による補償問題、手続きなどについて、弁護士が相談に応じます。問
合せ／市民生活課蕁963-9156 
 

税理士…毎月第１月曜日（１月は16日）。午前10時～午後3時（正午～午
後１時を除く）。中央市民会館4階第2相談室。税金関係全般について、関東

信越税理士会越谷支部の税理士が相談に応じます。／税務署…毎月第２火曜日
（１月～３月は休み）。午前10時～午後３時（正午～午後１時を除く）。中央市
民会館４階第２相談室。贈与、譲渡、相続等の国税について、越谷税務署税務
相談官が相談に応じます。問合せ／市民生活課蕁963-9156 
 
越谷税理士会税務相談所…毎週月曜・木曜日。午後１時～４時。越谷税理士会
税務相談所（赤山町3-3-4草島商店3階、越谷税務署前）。税金関係全般について、
関東信越税理士会越谷支部の税理士が相談に応じます。問合せ／関東信越税理
士会越谷支部蕁962-6131 
 

毎月第２金曜日。午前10時～午後３時（正午～午後１時を除く）。中央
市民会館４階第２相談室。国・県・市の行政上の諸問題について、行政

相談委員が相談に応じます。問合せ／市民生活課蕁963-9156 
 

毎月第１金曜日。午前10時～午後３時（正午～午後１時を除く）。
中央市民会館４階第２相談室（電話不可）。相続、遺言、遺産分割

協議書、内容証明、契約、告訴、会社設立、営業許可、農地転用、開発許可、
金銭貸借に関する書類の作成・申請代理業務等について、埼玉県行政書士会越
谷支部の行政書士が相談に応じます。問合せ／市民生活課蕁963-9156 
 

毎月第１水曜日。午前９時～正午。中央市民会館4階第2相談室。登記、供託、
分筆、表示など、法務局・裁判所に提出する書類について、司法書士と土

地家屋調査士が相談に応じます。問合せ／市民生活課蕁963-9156 
 

毎月20日。午前10時～午後３時（正午～午後１時を除く）。埼玉県宅建
協会越谷支部（市役所駐車場隣）。不動産に関することについて、弁

護士と相談員が相談に応じます。問合せ／埼玉県宅建協会越谷支部蕁964-7611 
 

月曜～金曜日。午前９時30分～午後３時30分（正午～午後1時を除く）。
中央市民会館4階消費生活センター。商品やサービスの疑問や不審、

訪問販売のトラブルなどについて。問合せ／消費生活センター蕁965-8886 
 

生き方・パートナー相談…毎週火曜・木曜・金曜日（１月10日を除く）。
午後１時～２時。土曜・日曜日。午前10時～午後２時（正午～午後１時

を除く）。／健康相談…毎週水曜日（１月４日を除く）。午後１時～７時。／DV
（配偶者等からの暴力）相談…毎日（月曜日を除く）。午前９時～午後５時。いず
れも電話相談（面接は予約制）。問合せ／男女共同参画支援センター蕁970-7411 
 

毎月第３木曜日。午前10時～午後３時。中央市民会館４階第４相談室。
人権擁護委員が相談に応じます。問合せ／人権推進課蕁963-9119 

 
毎週月曜日。午前9時～午後4時。さいたま地方法務局越谷支局。問合せ
／さいたま地方法務局越谷支局総務課蕁966-1337 

 
内職…毎週火曜・木曜日。午前10時～午後３時30分（受
け付けは午前10時～11時30分、午後１時～３時）。内職、

あっせん、求人（仕事を出す方）について。／早期就職（キャリアコンサルタ
ント）…月曜～金曜日（月曜～水曜日は要予約）。午前９時～午後４時（正午
～午後１時を除く）。早期就職に向けた総合的なカウンセリング。／労働（社
会保険労務士）…毎週金曜日。午後１時～４時。賃金、労災、雇用、厚生年金
などについて。／経営（中小企業診断士）…毎月第１・３水曜日。午前10時～
午後４時（正午～午後１時を除く）。事業経営上について。／事業資金…毎月
第２水曜日。午後１時～４時。中小企業者のための金融について（要予約。毎
月第１水曜日までにご連絡ください）。いずれも産業雇用支援センター３階相
談室。問合せ／産業支援課蕁967-4680 
 
創業…月曜～金曜日・毎月第２土曜日。午前９時～午後４時（正午～午後１時
を除く）。産業雇用支援センター二番館。開業、経営、経営革新などについて。
問合せ／産業雇用支援センター二番館事務室蕁967-2424 
 

ハローワーク越谷の出先機関です。月曜～金曜日。
午前９時～午後７時。土曜日。午前10時～午後５時。

一般の方・パートの方・年齢の高い方への職業相談と紹介。パート求人受理。
２階は雇用保険受給者への早期就職支援センター。月曜～金曜日。午前９時～
午後５時。問合せ／ワークプラザこしがや蕁967-8609 
 

毎週火曜・水曜・金曜日。午前９時～午後４時。青少年指導相談室（東
越谷３－10－７越谷市教育相談所内）。青少年の非行、家庭内暴力、

いじめ等。問合せ／青少年指導相談室蕁964-0272 
 

月曜～土曜日。午前９時30分～午後５時（電話相談は午後９時まで）。
越谷市教育相談所（東越谷3－10－7）。いじめ、不登校、非行、発達相

談等。対象は幼児～高校生。申込み・問合せ／越谷市教育相談所蕁966-6833 
 

月曜～金曜日。午前９時～午後４時。中央市民会館４階相談室（電
話可）。しつけや習慣、不登校、いじめ、非行、家族関係など18歳まで

の相談を行います。問合せ／児童福祉課蕁964-2111
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越谷市健康づくり行動計画 

いきいき越谷21 
すこやか　はつらつ　明るいくらし 

資源のリサイクルをもっと進めるために 

ごみの分け方、出し方が 
変わります 

平成18年 

4月から 

新
年
明
け
ま
し
て 

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

安
全
・
安
心

ま
ち
づ
く
り

青
色
回
転
灯

を
　
装
　
備

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
出
動

12
月
11
日
、
一
般
の
部
と
地

区
対
抗
の
部
に
合
わ
せ
て
72
チ

ー
ム
が
参
加
し
、
第
50
回
市
内

一
周
駅
伝
競
走
大
会
（
第
51
回

市
民
体
育
祭
地
区
対
抗
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
９
時
に

第
１
走
者
が
市
役
所
前
を
一
斉

に
ス
タ
ー
ト
。
６
区
間
29
・
２

６
区
間
２９

・
２
キ
ロ

今

年

は

戌

年

た
す
き
を

つ

な

ぐ

か
わ
い
ら
し

い
戌
が
完
成

市
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会

木
目
込
み
干
支
作
り

誅
を
１
チ
ー
ム
６
人
の
選
手
が

た
す
き
を
つ
な
ぎ
、
ゴ
ー
ル
を

目
指
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
一
般
の
部
…
①
八
潮
高
校
、

②
文
教
大
２
、
③
文
教
大
１
●

▽
地
区
対
抗
の
部
…
①
大
沢
、

②
増
林
、
③
南
越
谷

たすきをつないでゴールを目指します

12
月
９
日
、
南
越
谷
駅
前
で

越
谷
市
防
犯
協
会
な
ど
の
関
係

団
体
が
出
席
し
、
青
色
回
転
灯

を
装
備
し
た
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

車
の
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
道
路
運
送
車
両
法
が

改
正
さ
れ
、
青
色
回
転
灯
を
装

備
し
た
自
動
車
で
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
県
警
本
部
や
運
輸

局
に
申
請
し
、
導
入
さ

れ
た
も
の
で
す
。

市
内
で
は
、
ひ
っ
た

く
り
な
ど
の
街
頭
犯
罪

を
な
く
そ
う
と
各
地
区

で
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が

防
犯
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

今
後
も
安
全
・
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
定
期
的
に
市

内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、

犯
罪
の
抑
止
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

防犯パトロールに出発します

12
月
15
日
、
け
や
き
荘
で
木

目
込
み
干
支
作
り
講
習
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
、
ひ
と
つ
の

物
を
作
り
あ
げ
る
喜
び
と
達
成

感
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
行

わ
れ
た
も
の
で
、
戌い

ぬ

の
木
目
込

み
人
形
を
作
り
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
講
師
に
教

わ
り
な
が
ら
、
戌
の
形
を
し
た

コ
ル
ク
の
や
す
り
が
け

か
ら
始
め
ま
し
た
。
そ

の
後
、
コ
ル
ク
に
ボ
ン

ド
を
塗
り
、
着
物
の
帯

に
使
う
布
地
を
思
い
思

い
に
着
せ
は
め
て
い
き

ま
し
た
。
そ
し
て
か
わ

い
ら
し
い
戌
が
完
成
。

参
加
し
た
人
は
「
布

を
貼
る
作
業
は
難
し
か

っ
た
け
ど
う
ま
く
で
き

ま
し
た
。
孫
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
」
な
ど
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

かわいらしい戌が完成しました
え

と


